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はじめに
現代の家庭は，か弓ての「家Jとしての機能をじゅうぶんはたしえ1l1r>状態に左っている。過去tLii-
ける「家jは，家族の衣食住を保障するとともI'C.家族の総ての面(宗教・教育・保護・娯楽・経済念
日にわたって支配的念影響を与えていた。しかるK最近の家庭では，家族のパーソナリティ形成，明
日の動労のための憩や消費的生活の場にすぎない場合が多加。とれら‘の家庭に残された機能としても，
家庭@みでは完全に行ないがたい状態K走ってしまっている。
現実C家庭生活は，社会的な歴史的左流れから〈るさけがた凶結果である場合もあって，社会的K憂
E草される青少年の不良化・非行問題のみならず，一切の子どもの問題や行動の原因を子どもや観b主ぴ
家庭に直ちに結びつげて考えてしまうととはでき左い。現実の生活K辛子ける個人的問題や社会的問題は，
多〈の人骨がつ<tだした入為的念社会の状況であるとともに，人間相互の対人関係の不調和に基づ〈
ζ，とが多いD
人間相互の意志の疎通と理解というととは，あらゆる社会tL;t，.v>てもっとも切実な問題である。教育
ぞも人間の実際的7i:指導改善の面から望ましい人聞の成長発展というととが多〈の人々から関心がもた
れている。最近の心涯学では人聞を全体的Kとらえようとする，自我bよびバーソナリティ念e-の研究
が盛んとなり，心理診断法》よび突践的な心理的方法による心理的治療としての心理療法が確立されつ
Lあずて，そのーラとしてカウンセリング〈栂談 C叫国eli1W)がある。カワンセリングは人間関係を
l基盤とするあらゆる社会，特K，教育，産業，医療，司法矯正・社会福祉から求められている。カウン
セリングには二つの面がちる。その一つは，知識や情報を提供するという指導的なカワンセリングがあ
る。{砲の一つは，情緒的感情的左障害を除〈という療法的念カワンセリングがある。もちろん， ζの両
者は明確に区別しうるものではない。
ロクャー ス:C.R.~，句即日， C.R.)の提唱するクライエント【来談者client)中心的カウンセリン
グCclient-centeredcoun田 ling)は，心理療法的なカウンセリングである。はじめ彼は，非指示的カ
ウンセリング (ooroirectivecOUllBel ing )といって，カウンセラー〈相談員包OUD僧 lor)t;t，クライ
エントとの相互の友好的な努囲気をかもしだし，クライエントvc指危を与えずにむしろありのまh受容
し，クライエントの感情を反映し明らかK してい〈技術を重視したe との技術的な方法は，主として神
経症〈ノイローゼ neurosis)の治療をめざすものにすき・念かった。その後，クライエントの成長の可
能性を信じ，人絡を尊重し，自主的な成長を援助すると伺う非指示的念ヵワンセラ・の態度，をより重視す
るに幸子主んで，クライエント中心的な立場を強調する£うになった。
との非指示的7i:カワンセラーの態度重視への移行は，カワンセラー自身の問題としての価値Kつ宏が
る一つの教育観・人間観・世界離を示すものであり，人間尊重K基づ〈全人教育をめざす民主主義の教
育理念、でもあろう。さらtL，最近の論文tc;t，.いて，彼は実存的念考え方K立って，ヵワンセラーとクラ
イニc.;_".'トとの相互のふねあ怖にがける状況を重視している。
との研究は，当教育研究所に会いて，クライエント中心的立場で実施している「子どものための較育
相談jで実際K収り怒った事例K基づ〈研究である。教育相談を過去数か年担当してみて，教育相談で
親子並行して行なうととの妥当性を再認識するとともK，現実生活tc;t，.ける子どもをもっ親@しめす精
神的念態度(以下親の生活態度という}が教育相談を行念うにあたって大き念問題でちると息われ，
司，
親の生活態度が子どもの教育相談の効果K大きく影後するという事実を，数多くの事例をとかして痛感
している。とのような理由から，乙 ζでは数多〈の事例を中心とし，そとから導かれた親の生活態度そ
のものを究明しようとするものである。
研究Kあた'って，仮説検証やその笑証をめざす実験的な分析的な方法己 '1異なって，人聞を全体的K
理解し，記述して類型化するという全体から個別の}I演序による研究で，研究対象の事例は，そのほとん
どがすでK相談 ・治療が一応終わったものを対象とする。
Iでは，ヵクンセ♂リングと殺の生活態度について，数多くの事例を引用しつL毅自身の生活態度を中
心としてまとめるとともK，子どもの問題Kついても多少の臨床心理学的な解説を付記する。
Eでは，親の封百態度に関する一考察 ，親のカワンセリングにかける独自性と一般性を追究し，カウ
ンセリングをと治して明らかになった親の出制緩度とその変容念よび望ましい親としてのあ.-t}jを抑月
する。
〈付)とーして，昭和:57年度教育相談状況を記載する。
との研究Kよって，次のようなととが明らかに左るであろう。
・殺は好んで問題もつ子どもに育てたわけでな<，現実の多忙な生活の;タちK切実な問題としてわが
子のき字福を願って努力しているが，とかく，かえよりやすい生活態度となりやすい。
・カワジセリング(i(より親の情緒的衣障害が解消され，調手闘に安定し，税自身の経験や学習〈行動)
が拡大してより望1.しい生活態度がえられる。
・子どもの問題は家庭のみ衣らず社会の問題であり，より組織的K行念われる教育的左援助があって
はじめて真の子どもの問題解決と念る。その一つの指導改善上の立場とじてクライエント中心的念観
点、は大き念問題を提供するであろう。
;. 
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] カウンセリン グと親の生活態度
1 ) 親の力ウンセリンゲ
A) なぜ教育相訟は親子ともに行なうか
初期の児毘相談(アメリカ 1'L;j，~けるChiId Guidanc CI inic 1 9 2 0年代)では，問題をもっ子ど 、
もK対して，もつばら指導助言Kよる方法で行なわれていた。 ζのよう念方法は一時的な気安めに終り
やす(，親子闘係のかたよった情緒的感情的衣問題κ義づ〈親の態度は変るものではな(，たとえ，指
導助言を親が納得しても実行K移すには歯難であった。
親K行念う指導助言をとb して間接的K子どもκ働きかけるのでは左(.直接('C子どもに対して行な
うK適切な心理療法が発達した。心理療法(開ychotherapy)は情緒的な障害を心理的主主方法で除去し
て成長発遂を促進しようとするもので，子ども Kは主として遊ひ'や作業をとbして行念われる療法であ
る。
今日問題もつ子どもの治療的相談を行なうととろでは ，子どもには心理療法を実施するとともVC，子
どもの親のカクンセリングを同時に並行して行在ってい る。
t棋に子どもだけK心理療法を行なってもあまり効果があがら念かったり ，せっか〈良〈をつでも家庭
内の人間関係。関経と何滑化を欠〈場合κは逆もどりするととがある。 とのよう左 ζとは，子どもの生
活環境がせを(，子どもの生活は親に依存する程度が大き(，親の生活態度が子どもにとって重要念影
響を与えているととを物語るものであるう。次VC，子どもの問題をとらえて訴えるのは親であって ，幼
か子ども自身で酬のために轍，治療を受けるのかもわからない場合が普通で説 。社 ，子ども
の問題は少な〈とも数か年以上Kわたって形成されたものであり，教育相談は長期Kわたって継続的K
行な うととを要するので，親自身の子どもの問題解決への意欲が教育相談κあたっての前提条件と念る。
幼1.1:い子どもほど言語表現も幼稚であり未熟であるので，ど会しでも親から子どもの事情を膝寂する
ととになる。親が子どもを同伴して来談するた人上，親として心配し悩んでいる子どもの問題行動KつW
て訴える。とれtてはか念り親の主観的念ものの見方ゃ考え方がはいりやすい。親が問題とする主訴は ，
比絞的{モ子どもの箆状〈乱暴 ・内気・盗み念ど)を意味する場合が多<，その原因Kついての訴えは少
1i:1A。子どもの症状は，心身の問題の所在を示し，他の人の注意を喚起し ，子ども の不満のはけ口であ
り，問題解決の手段でもあ りまた大人を手とずらす問題行動でもある。
受理面接は ，1田の面接相談で終るととはな<，数同あるいは教育相談の一応終るまで行なわれてい
るといっても過言ではない。子どもの原因をつきとめるために予診的な意味あいで，常K事例について
の話し合いがもたれている。明らかな精神薄弱ゃ医学的降客の場合を除いて，受理面倭中のみな らずい
つでも子どもは別室〈遊戯治療室または面接相談室)VC i>'v>て ，セラピス ト 〈治筆者 therapist )，カ
ワンセリングの場合はカウンセラーcounselorというのが慣例である)κよって観察される。そうして，
親子それぞれC状況が比較検討され，親子関係を総合的にとらえようと試みられる。
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教育紹談t:t，個人的を相談・治療であり，子どもともっとも接する機会の多い親〈特K母親}の積極
的な協力を必要とする。受理面接〈初回の面鏡相談を受理面接という}の成功・不成功ば大き〈今後の
教育栂談の進行K影響する。受理面接を効呆的に行なうには，受理面接者は親の立場K立って理解する
態度が何よりも重視されてよ柄。親に面接するvcあたって次のようなととκ留意する必要がある。来談
の動機Kは切実在緊迫した陪罷K当面しているか。親は感情的に極度に不安定であり傷つきやすい状態
でちるか。家庭を中心とする対人働係が不調和であるか。親C生活鬼犠やその不安が子どもに影響して
いるか。担任教師や知人からの紹介Kよる相談にらえっては一時的K観の不満が潜在化しているか。親
自身が精神的K健康かどうかなどK関することであるのしかし， ζれらのととκついて直接観κ簡〈 ζと
は，かえって逆効果をもたらすであろう。
多<~場合 ， 親はただ子どもを同伴しただけであり，子どもの犠予を話し伝えるという気持が強い。
とのようを親の態度が持続すると，親はカウンセラーを権威的な存在とみなしやすく，盛んに知識や
情報を求める。また，カウンセラーに責任を転嫁するととがある。
績のカクンセリングは，子どもの問題解決Cために自主的K参加する意欲と子どもを受け入れる心の
単備を親自身Kもたらそうとするものでるる。次に視のカワンセリングとは，どの工うなものであろう
1. • 
先κ刊行した当教育研究所研究紀要第33集「子どもCための教育相談 1962J VC記したようκ，
当教育研究所の教育相談はクライエシト中心的立場に基づいて行なづている。子どもには，カワンセリ
ングか遊戯療法 (playtherapy言語表現C未熟な未発達宏子どもVC，自由な遊戯をとやして行なう療
法でクライエント中心的な立場、行左われる。)<D一方を選択させて実施する。親Kついてはカワンセ
リングを行なう。とのような治療的な段階Cみではな<，終始一貫して教育相談ではクライエント中心
的を態度で行在っている。(;教育相談過程については，研究紀要第33集 f子どものためC教育相談
1 9 6 2Jを怠照されたい。)
〈箆〉 クライZ ント中心的立場(あるいは態度〉
クライエントの成長・健康・適応への司書官位を信じ.機威的に鍛うのではなくてクライエントを人間
として等量し，クライエント自らが成長できるように援助してやるという態度である。クライエントと
カウンセヲーとの聞に友好的な雰銅気をつ〈り，クライエントに指示すあととなく，むしろあるがまま
に受容レ.クライエントの感慨を明確化しようとする方法をとる。また，クライエントとカウンセラー
との人間関係の真実なふれあいを重視し，人間の基本的な問題を積極的にとりあげようとするものであ
る。
乙のような人聞の主体的な慣閣をとりあげ，クライエントに銭し，クライエントの立場に立って理解
しようとす.c，もので，あくまでも人聞をなまなましい現実的な存在としてとらえようとするものである。
貌Cカワンセリングで問題と在るととは，続は子どもの代理者であり，代弁者であるととであり，ひ
とりで来談し，自己C問題を直接に訴えるクライエントとカワンセラーとの関係ではない。その中聞に
子どもが介在しているととをわすれてほならをい。次VC，親が子どもをどの程度K理解しているかとい
う問題.tりも，むLろ親自身が自己をどのようにみているかというととがより大きな問題であろう。
という理由は，子どもに同じような問題がらったとしても，必ずしも親が気付いているとは限らない場
合もあろう。また，全〈気にもとめないで放置してi;>(場合もあろう。とのようなととは，親自身C問
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題と考えてよいであろう。
クライエント中心的カワンセリングは，クライエントにとってはほとんど気陀ならない制限(カウン
セラーは責任をとったり，同情を示したり，クライエントの攻撃的念行為など口許ぎな加。また，カウン
セリングC時間合姉リ約もあとlo)のうち1'(，自由K自らの感情を表わし，話をするととができる。カウン
セラーはクライエントC自由を表現を暖か〈受け入れるという存在以外なにものでもない， ζのととは
ヲライエント中心的な態度に基づ〈ものである。
しかしながら実際のカワンセリング場面では，カワンセリンクJC初期I'($~いて少なからぬ抵抗を示すと
とは事実ではあるが，カワンセ リング関係、Kないて友好的な雰囲気が確立される K及んで抵抗は減少す
る。
クライエントC自由な表現は ，そのほとんどは言語Kよって行たわれるととるに極めて重要を心理療
法上C意義がある。それは，クライエント自身が自らの気持を意識化，客観化して表出できるというζ
とである。とのととによって，クライエントがとれまで気付かをかったものが明確化され，気付かなか
った多〈の問題K目をむけるととができる。そうして，注意がまわり Cものにむけられて経験や行動が
鉱大し，より望ましい積極的を意欲的生活ができるようになる。また，そC結果，自らを向上させると
とができるといわれている。とのようなととをロジャーズは，バーソナリティの成長といっている。
子をもっ親にとっても絶えず経験をと沿して学び，よりよい親として'(/)パーソナリティの成長を期ナ
るととがなtてよりも子どもCしつけ・教育にとって重要な課題であろうo
B) 綬ーの生活態度について
受理面接で窺が子どもの問題と関係づけて訴える内容は，まず子どもの問題Vてどれほど困って加るか
というととであり，次1'(，子どもの問題Kついて親自身の好嫌や批判的な事柄や子どもの問題と結ぴつ
けて考える原因と理由などである。 ζれらC子Eもの問題KついてC訴えの内容それぞれを親と子ども
の問題 ，親の要求とその基準C問題，問題の原因と理由とし考えてみよう。
・ 親と子どもC問題
常ーに子どもと接しているからといって，必ずしも殺が子どもを深〈理解し子どもC問題を全体的にと
らえているとほ考えられ念い。むしろ，親は愛情(場合によっては憎みも含めて)のためにかたょった
態度で子どi'vc接しているために，断片的1'(子どもについての事実を知っているという状態にとどまり
やすい。きらに，親には他にいろいろ困難乏生活上の問題があるために，注意をすべての子どもの問題
にむけるととはできないであろう。とのような ζ止から ，むしろ親は自らが子どもであった頃を追憶し
回想したもol'C基づいて子どもと接している場合が少な〈ない。 しーかも，との追憶・回想、ほど不確かな
ものt.t~( ， 現在I'C$~ける親自身C観念心へ生観念ど) 1'(基づいてなされたイメー?にすぎず，正確に
子どもをとらえているとはいえをい。(との点、に隠しては，多数の幼児・児童・生徒を担任する教師は，
ある意味VL沿いて正確[1'(子どもを観察し，理解しているともいいうる。事実，今日C教育相談で対象と
r 
するよ Dな子どもの問題は，いち早〈教育C現場I'(j，~いて問題となっていたが，とれらに対して効果的な
指導を可能とするような方怯は各種の心理療法c理論と技術が参考となろう)教育相談の実際Kないて
次c ょう~場合がある。
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貌が子どもの問題を理解しτいる状態
アも子どもに俗問題がな(，むしろ親自身κ誤った屍カーや考え方がるる。
(例:子どもの知能程度が高いvvc，続は低いとばかり思いとんでいる。)
イ、子どもvc問題があって，しかも税自身Kも誤った見方や考え方がある。
く例:子どもの知能程度がfJAv，'7)'"，親は子どもの攻撃的な面だけを問題としている。)
ワィ子どもに問題があるが，親が問題とする子どもの問題とは全〈闘係がをい。
〈例.子どもvc医学的を障害の疾病があるのに ，親は子どもの学業成績が上らないのは不勉強C
せいだと思っている。)
エ、子どもC陪輝を正し〈認、めるも， それについてC知識や情報をもっていない。
〈例:子どもを特殊な教育施設に入れたいι思っていても，どうしてよいかわからな 〈とまって
いる。)
才、子どもの問題を正し〈認め，親は ，問題解決Cために何らかの努力をしている。
(例-子どもC社会性がとほしいCで，親は近所の子どもをあづかつて共vc遊ばせている。)
!ァ)・(1)・b)のようフ念場合が教育相談では最も多い事例であり，心理学的医学的な予診の結果をまって
心理療法を実施するoW・附の場合では，予診的段階で一応終るととが多い。 ζれらの区別は明か(rC分
けられるものでもな<，子どもCもつ心身の問題によって奥でとって〈る。
さら(11::，教育相談tて親が来談しようという動機もみのがすとkのできないものである。たとえ他人
(教師も含めて)からす与められたとしても，自主的rc親が来談した教育相談は大きな成果をbさめる
ととができる。とれに反し，他人からす Lめられて開始した教育相談ti，その当初Kあたって少なから
ぬ抵抗が親にあるととも事実である。
・ 親の要求とその基準
をか〈親は子どもに期待をよせやすい。子どもの成長発達が親自身C希望的女基ー準に連じないと失望
し，子どものしつけ・教育上K不安をいただきやすいものである。でまた ，基準以上であると過剰投望み
をかけるようtてなる。と (VC，学校vc入学する£うになる止学業成績Kよって優劣がつけられやすいも
のである。
と与で在意されなければならないと止は，子どもの気持をありのまム理解するのでは没(，自らC希
望的な基準を外がわからあてはめて，親自身が都合Cよい工うな解釈を〈だしやすいというζ とである。
子どもは社会の子であって ，親が幼ない頃過した環境的条件止は異なる世界K生活しているととを知る
必要がある。しかし，しつけや教育は理想、をめざして行なわれる意図的な営みであって，子どもの真C
理解とあいまって，適切な基準にそって子どもをとらえてしつけや教育が行なわれる必要がある。
基準には二つあって，その一つは数量化して扱いうるもvv，とついて求められる平均基準がある。 fil!v
もう一つは価値とか評価などの観念K導かれた価値基準がある。子どもの理解'のためC観点は価値基準
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でるるととttE窓したい。.たとえば，身長ゃ体重などC平均基準俗求められるが ，子どもらしさの価値
基準は求められないであろう。育児書などでは赤ちゃんの歩行始期は 12か月であると書いてあっても
とれは，平均基準であるとしても， 1 2か月前後であるという幅C広いものである。本県のように冬季
関税雪の多い地方では，冬生れの子κほむしろあてはまらない場合がらり，多分に価値的~基準ともい
加うる。
さて ，それでは親はどのような適切な価値基準で子どもをとらえたらよいであろうかというと とが問
題となってくる。教育相談C実際K必いて ，次のような場合があるCで多考となろう。
殺が子ともに対する要求と益準
ア 自らの盟主目、から独断的氏問執ナゐ価値づけから子どもを諮然的にとらえようとする。
(例.親の期待遇り陀子どもは育つものと信じていゐ。)
イ 自ら(l)~:虫向11:経験ゃ個性K基づ〈価値づけから子どもを経験的にとらえようとする。
(例:!観も若い頃苦労したので，子どもにも同じような苦労をさせたいと考えている。)
ゥ 自らを自覚し，発育I'L相応する価値づけから子どもを合理的κとらえようとする。
〈例:殺の考えをむき出しκしないと，子どもKは子どもの生活があると認めている。)
エ 自ら自覚するととなしI'L，知りえた知識や情報κょb子どもを推測酌κとらえようとする。
C例視は見聞したととを自分なりκ意味づけて，しつけや教育をしている。 )
オ 他から与えiKされた平均的な基準Kよって， 子どもを憶測的にとらえようとする。
〈例;親自身で考えると hもな<，他の親遂のしつけや教育Cしかたをまねて行なう。}
とれらκついて明らK区別するとと俗できないが，期待と不安というこ元的な考え方をすればとのよ
うに分けられるとと手示している。実際の教育相談では，親の個性ゃ子どもの心身の問題YLよっても当
然異なって〈る。しかし ，教育栂談の初期Kないで親が禾めすととろの子どもの陪彊κついての態度 ，
肯定的態度や否定的態度会よび両向的態度(肯定κ屯否定κも嵐さない態度)と関係があると思われる。
たとえば， r口さきばかりうまいととをいう親Jでは，その背後'1(¥1')vc近いよう左考え方があっての紗)
のような肯定的態度?示す場合もある。また，その逆のとともあるので一元的1'r.V;i理解するととはでき
ない。
教育相談?継続的K実施する と，しだいR¥I').炉)なよび伴)・附のような子どものとらえ方が(ワ)陀接近
し，子どもC問題V亡肯定的な態度をとる主うに変ってくるととは事実である。
・ 問題の原凶とその理由
教育相談の実際にないて ，殺が子ども¢問題の原因とその理由についていろいろ と話しがなされる。
先1'(，凶なぜ教育相談は親子ともvc行なうが ， 5貰で記したように，子どもの問題即原凶ではなくて，
多〈は症状的在意味で訴えられる。また ，親についても ，なまな愛しい切実な事情があって来談してい
るととを重視する。親が話ナ子どもC問題やそC理由はbもに次のようなものに会よんでいる。さらに ，
子どもの問題 ，親・子C過去・現在C経験や生活などを関係な 〈るてはめて考えるととができる。
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問題原因の理由づけ
ア、子ども
両親C希望C うちに誕生した子一一一一一ーあまり希望されないで誕生した子
心身C成長発達が優れた子 、 心身の成長発達が遅れた子
身体的に健康宏子 身体的K不健康な子
不幸な伝染病・事放Kあわない子一一一一一 不幸な伝染病・事故事Eあった子
両親C望むようK育った子 両親C盟みどお・りに育たない子
イ、兄弟姉株(同胞)
兄弟面撤C少ない子 . 兄弟姉妹c多い子
向性の兄弟姉妹が多加子 同性c兄弟姉昧c少ない子
兄弟姉妹と年令差C大きw子 兄弟姉妹と年令差C小さい子
兄弟姉妹から差別された子 兄弟鮒蔽から差別されない子
家庭K他C世帯が同居している子一一一ι一家庭κ他の世帯が同居してない子
久交友関係、
友達が多い子
向性の友達がある子
一定C遊びの広場がある子
交友κ協力的な家庭の子
友達が少ない子
向性C友達がない子
遊びc広場がさだまらない子
交友v(非協力的な家庭の子
学校の交宏関係が篠立している子一一一一一学校の究友関係が不確定な子
エ、家庭関係
結婚生活κ意欲的・建設的な親 結婚生活に意欲的・態調句でない親
夫婦関係が円満在家庭 夫婦関係が円満でない家庭
住居や経済K心配(lJ~ない家庭 住居や経済に心配の多い家庭
家族C立場ゃ役割が明確な家庭一一一一一一家族の立場ゃ役割が利息確な家庭
宗教的行事や誤楽を共陀する家庭一一一一一宗教的行績や誤楽を共κしない家庭
オ、職業・社会関係
両親ゃ兄姉が意欲的K勤労する 両親や兄姉が意欲的κ勤労し~い
父貌C職業が社会的に高い家庭 父親C職業が社会的K低い家庭
地械社会と結びつきの深い家庭 地域社会と結びつきC弱い家庭
児童C文化財C多い地減社会 児遺C文化財Cとほしい地域社会
伝統的な慣習が多い社会 伝統的な償習カψない社会
ととv(列挙したもCは，対K記してあるが，どちらがより望ましいtていうような性質のものではない。
とのようなも(lJV(わたって，親の話題が子どもC問題をめぐって:1>'.Lぶζとを示したもCである。たとえ
ば ，夫婦関係が円満在家庭であっても子どもK対する養成態度K陪題Cある場合もある。母線κしてみて
も，夫K対してよい奏であっても，子どもにとってみれば派手好みCヒステ リ一的な性格であるという場
合もある。早急に善とか悪とかK基づ〈判断は・できない。
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- 親C生活態度とほ
ζとでは，親の生活態度?簡単K考えてなぐと介κし，詳し〈は li'(記す。
現実の生活i'(:j;~いて親が子VL示ナ精神的な態度手親の生活態度と記してが< ，精神的という意味は，
心理的な要素が全体として統一された状態すあらわすものであり，親の生活態度i'(は二つの面があゐ。
その一つは親自身C個人的な内部的態度であり， f也C一つは家庭という集団内外i'(:j;>ける社会的な態
度である。一般に態度とwう時は社会的な態度を示す場合が多いが，カヴンセリンクeでは個人的な内部
態度を中心的な問題とする。
t注) 内部的な態度を情操あるいは心情(s朗 timent)とよばれる乙ともあり，行動の媒介として
の傾向や準備位(用意性)を含むものと考えられている。情換は感情的なものを基盤とし，乙れに知
的なものが加ったものであり，一面に窓欲的であると考えてよい。
態度の特徴としては，生活経験によって学習され，特定C状況に応じて，価値でけられた変化陀とむ
行動をもたらすもので，コミュニケーションによって伝達しうるもであるといわれている。
子どもの問題Kついての親自身のものの見方，価値づけ，子どものある事態i'(ついての親の行動〈動
機とともに)や生活c経験の拡大などの背影が殺の生活態度そのものである。また ，極めて感情的な側
面を有ナる。
親のカウンセリングを行なうととは， カウンセラーが親に何かを指示するCではな<，他では経験でき
ない状況にかいて親が自分で自己を改造する機会を得るととである。(ロジャーズは ，ζれをパーソナ
リティ C再構成という〉親自身の生活態度のうち<D， 変えねば7まら治もCを認識させ，自我を根底から
たたき直さねばならぬととを親自身が気付〈ことをめざしている。(クライエント中心的カワンセリン
グでは知覚の拡大というととを重視し，カウンセリングが目的とする問題ほ，究極的VC(i;i知覚一一ー も
のの感じ方や知り方一一一ーである。)
人間は誰でも，自分自身で自己の世界を描き組立てている。(ロジャーズはとれを内部的準拠枠
internal frame of referenceという) しかも，それを正し¥/>f自己C姿jであると勝手陀思い
込んでしまう。(ロジャーズはとれを自己概念selfconceptいう)ζれとてもあまりあてκなるもの
ではなく，入閣は現実の生活で新しい問題陀遭遇するとすぐ障壁につきあたってしまう。それK対処す
るために，常i'(絶えざる努力K よf て白内経験から学びとり生きる生活態度手身につけてい〈必要がど
うしても生じて〈る。との研究では子どもをもっ殺のζのような「学び，生きる生活lが中心的な問題
となってくる。表題を「子どもの問題と親の生活態度Jと記したかったが，逆に「親の生活ー態度と子ど
もの問題!としたのもとのよう在意味があってのととである。限られた現実の生活VC:j;>ける殺の「学び，
生きる」生活態度Kついて，教育相談事例の記録から描写し，探究するととを本研究のねらいとする。
「学び，生きるJというととは，人聞の永遠の課題であるとともVC，クライエント中心的カワンセリン
グロ人聞のありのま与の内閣?導き出すという点、にないて現在のととろ最もすぐれた方法の一つであろ
う。
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2 ) 事例研究ー親の生活態度を中心としてー
A) 研究の白的
とれまでの教育相談事例Kついて，現実C生活~:j;~いて親か ;" 'IC禾ナ精神的な態度 (以下 生活
態度という)を究明しようとするもCである。
B) 研究の対象
心理的な原凶による問題をもっ子どもで， 親子併行して心理療法 (親~(';tカウンセリング ， 子ど
もには遊戯療法) を継続的K行なった 15 2署員倒 L昭和36年 4月から昭和38年 2月)のうち
2 0 ;事例 (中止した事例5例を含む) (第一表重量照のと介)
C) 研究の方法
事例についてC教育相談資料 ・心理学的医学的検査資料 ・心理政法長湯 (メモbよび録音テープ
から収録)を資料とし，主として親の生活態度を中心としてま止める。
(a) 竜王例をありのま』記述するには困難を伴なう。お例の見方や考え方は決 して一元的なもので
はないし.配述衰弱ょの制約をうげる。カウンセリングの配録(録音テープ， メモ)は，揺し宮策そ
のま~であ勺て，文章イじするととは決してたやすいものではなb 、。 こ のような理由から，ある程瓜'ま
とめたかたちとするために意をつくせないと乙ろが，可飽なかぎり平易な言凝による表現をとりなが
ら . ありのま 』の紛のをと活態度やその子どもの相互際1係~浮き彫りにするようにつとめた。
(第1表) 研究対象の事例
相鮫f台霊祭 主 訴
子 ども 父 韮E 母
J仮 性別年令学校 年令学歴 職業 年令
学出荷高d女歴弓等軒| 5| 1 未了 言語不明瞭 男 3: 5 一 :5 2 
悶陶j、卒 会社員 33 
2 了 言語不明際 男 る 8 38 旧大卒 会社員 3 7 I日
3 0 了 夜宮経症 男 4: 0 35 i日中卒 材木商 26 高
4 了 登園拒否 男 4: 6 幼稚飼 33 !日高卒 会社員 29 Z寄 本 l
5 了 P乞 音 男 4: 6 .幼稚園 38 旧中卒 会社員 3 7 旧南女卒
ι。 了 割4 暴 男 4:10 幼稚国 36 l日大卒 医師 3.6 !日高女本
70 了 劃， 毒轟 男 4: 11 幼稚邸 33 高 卒 会社員 31 高 l$. 
8。 了 舌し 暴 男 5: 10 幼縫闘 44 旧南j惇 コ: 員 40 旧高小卒
9。 了 登校拒否 男 6:10 小学校 44 18Fド卒 鉄工業 39 i8il等女Z与
1 0 了 落っき不足 男 ，7: 10 小学校 4 2 !日大本 公務.貝 3 7 i日高女卒
11 了 内 気 男 8' 1 小学校 ( 37"E ilU) 3 6 旧正E女 Z拝
1 2 了 煩 尿 女 8・5 小学校 43 旧両J略 コこ 員 41 旧高小卒
1 30 了 知能程度 !'J!j争 9: 5 小学佼 42 !日脚J略 国鉄 3'8 旧南女卒
14 了 動作的コ白、 男 9: 7 小学校 43 !日大卒 会社員 39 !日高女卒
15 了 学 習方法 男 12: 1 小 学校 4 1 1日大本 販売商 39 l日高女卒
1 6 中止 指しゃぶり 女 3' 4 36 1:-1申卒 公務員 29 京i l$. 
1 7 中 止 言務不明瞭 女 5・8 幼敢闘 4 2 回大卒 会社員 3 7 旧高女卒
18 中 l: U乞 音 !'i3 6: 1 幼稚凶 37 16(&J埠 公ま若員 34 旧高小事
19 中 l: 基主 力 :男 11: 9 小学校 35 旧中卒 公主苦員 34 旧高女卒
i20 1中止 !学習 方法 |男 1.4: 1 i中学校 36 旧中卒 会ー社員 I4 1 !旧ぬ・女卒
(注) 記号税明 P…ー遊戯治療 C…・・・カウンセ リング 事…・・・医療と併行 した窃例
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参考まで，子どもの問題に関するこ・三の分類宅E示すと
(昭和37年度教育相談状況を参照されたい 4 ~.頁)
臨床心理学的分類()レーティッ ト C .M. Louttit ) 
lJ) 素行問題(直接的一 次的行動異常)
(A) 社会的慈善発の限られたもの
特に家庭内の問題
〔食害事c0閥飽〕食食 ・食欲不振 ・食孟誌における利ラ儀 ・拒食き時若手L拒絶 ・偏食 ・異食・恒耽 ・
呑気症 ・反事耳など
〔排池の問問〕夜以 ・蹴訟 ・使浴 ・下痢など
〔経嶋の附勉7不眠・夜総・筏言 ・夢中滋行・態眠不規則 ・睡眠倒錯など
〔性の関凶〕手伝・フェティシズム( feμshism泉佐の体や衣服の一部に異常な愛務をしめず
乙と )
〔神経質佐官ヨ同指しゃぶり・爪かみ・吃音など
〔かんし ゃく発的鐙息発作・反抗 ・強情など
〔交友の問題・孤独〕非協調など
家路，学校 ， 近隣の問~
〔うそ) (野卑J (けんかJ (破壊癖J (恕習慣(遅刻など)J (弱いものいじめ と残忍性〕
同 社会的窓義の箆大江もの
〔盗みJ (抜け遊びJ (性的非伺 〔もら吋 〔浮浪o(放火J (自殺および自殺企同
削 除約の問凶ぐ f筒抜的一次的行動gi~常)
似) 駿 lIfあるいは潟肢の攻験的行動 (注 aの摘す間随行動のすべて を合む)
(8) 消極的 ・退えい的行拘
好ましい泊五むを困難にさせるもの1
〔劣等感・自信の欠如.ひきこもりがち・内気 ・はずかしがり・無口・敏感・はにかみ)
(毅自身の申し込みによるもの)
量目 5e司自立耳1M: 祖父母(同居人〕
来談動機
|職業 兄 j<1i 弟妹 ヨと 勾: 庇綜 そ(/)f出 回数子どり1 母親 相談後の経過
会社員 知 人のすすめで 78 p I C 継続中
新聞をみて 13 P C 好転
1 5 2 知人のすすめで 9 P C 好転 * 
先生のすすめで 1 8 P C 好}伝
新 聞をみて 23 P C 好転
先生のすすめで 12 P C 好転
先生のすすめで 10 P C や 』好転
ヱ IEl 知人のすすめで 7 P C や h好転
新聞をみて ? P C 好転
知人のすすめで 1 6 P C や さb好転
会務員 新聞をみて 7 P C 不明
Bll業 先生のすすめで 6 P C 好転 司ド
1 1 新聞をみて 6 P C 好転
知人のすすめで B P C 不明 * 
知 人のすすめで 8 P C や h好転
知人のすすめで 4 P C 不明
新聞をみて 3 P C 不 iJ/'j 
知 人のすすめで 4 P C 不明
新聞をみて 2 ~~不明
I 1i 2i 1 ; 1 j !新聞をみて 1 5 I c I c [不 明
O....l-2-Cに抽出された思例
一 11ー
〔依容的などJ (自己中心的・高慢・見栄坊 ・ー必まいきなど'J (やきもち〕
〔恐怖心・臆病・心配性など〕
〔臼日夢・放吋
〔反抗的・陰険・かげひなたなど3
〔疑い深bワ
〔だらしがない・探知・なまけもの.集中力の欠如など〕
好ましい適応を箸しく困難あるいは不可能ならしめるもの
〔精神神経症D (精神病J (精神身体障害(心理的原閣がによって身体的症状をともなうζ と)J
児童精神医学的分類〈カンナーLeo KanneT) 
(1) 身体疾患に基づく人倍障害 (2) 精神身体的障害 (3) 行動の問題
小児医学的分類〈精神身体的障害としての神経症)(太田敬三氏)
(1) 申枢神経系・顕痛・同i局隊筈・禁事怠位発作・不機鎌・陸眠障笥
(2) 循環器系 心惇尤進・心臓痛・不基盤JlIF:・心縛急性
ω 呼吸怨系 ぜんそく・ l亭段促迫・ I乎吸困難
(4) 消化器系 I唾液分泌異常・反著者・ 2匿気・幅吐・下痢・便必・食欲不振・多食・空気磯下
(5) 泌尿器系 夜尿・頒尿・尿閉・手淫
(6) 神経筋肉系 点頭けいれが・デック・ヒステリー性まひ
(7) 感覚犠系 ヒステリ ー 性黒内障・費量聡・無感覚・無痛覚
このように，臨床心種学・児童精神医学・小児医学(精神身体障害のみ〕 それぞれの立場によって，
分類は多少異なっている。
問題児について(玉井収介氏 )
(1) 子ども自身が身体的，精神的に何らかの欠陥や障害をもつもの
盲者および弱視.ろう者および難聴.性格異常.精神部弱・言語障害・身体;鹿弱・肢体不自由
〈特殊教育の対象となる 文部省の児童判別基準昭和 28年)
(2) 子どもに身体的精神的な欠陥はないが，行動上に問題をもつもの
ー 精神薄弱 ・一次的行動異常・ 神経症 ・精神病質人格・精神病・身体的欠隔 ・正常
〈厚生省 J尼意相談所員の執a$必fM1 昭和32年)
(3) 子ども自身は正常であるが環境的に問閣のあるもの
教育相談は(2)に属する子どもの問題を中心として行ない，また数も震も多い。その環境的原因の
大部分は親子関係に起因するといわれている。
D) 事例の考察
O. 教育相談が中止される場合
教育相談は子どもの教育上の問題に関して，相談を受けたいと希望する人があってから開始する。
受理面接でクライエントが問題解決の主役的在役割が強調される。さんVC，今後相談を継続するか否か
もすべてクライエントの意向Kそって行なわれる。受王壁画段以後κ沿いてほその週の教育相談が終わる
←者ji度 ，次回の来談日時についてクライエント止カウンセラーの聞で取りきめが行なわれる。(教育相談
は，原則として毎週 1日-60分一行なう)次回の来談日開dできるかぎり可能な範聞でクライエンド
の希望にそって決定される。
とのような次回の教育相談日時を敵認して沿っても，以後何の進絡もなくて来談されない事例がある。
(子どもの問題が好転しでもはや終結してよいであろうと思われる事例ゃ明らか氏教育相談で鼠うに不
適当な子どもの問題 たとえば，医学的な身体的疾病・障害 ・欠陥なよぴ生活環境κ大きな問題をもっ
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. 
場合などは除(0)とのような事例を中止された場合c考えよう。
教育棺談が中止される理由Kは次のような事例があろう。
綴が子どもの間宮V亡不安ゃ心配す感じな〈なる Ii也の人からす』められたので乗り気でない，親の勤
めや生活が多忙である，親の病気その他，親企担任教師との関係， 一時的な気安めC相談などが親自身
κつWて考えられる。
子どもが来談するととを掻度y(いやがる，子どもの病気そC他 ，教師から問いただされる，疲労しや
すいなどが子ども自身t'L._ついて考えられる。
また ，家庭にあっては家族の誰かからの反対，家庭事情C急変 ，転居や転校，遠隔地のため来談する
に不便であるなどが考えられる。
きて，教育相訟が中止された署員例~記すと
<事例 1 表 1茨 J仮19> 硬化しやすい母親 〔来談回数2回来談者母)
主訴: 乱暴であり，草案癖がある。(男子 1 1才?か月 小学生)
子どもはきかんほうであり，時セ小遣いを盤みとって因るという。住居の関係で隣家が近(，ー・二
度予どものζとで抗議されたととがあり，ほどほど困っている。どうして ζんな状態になったかわか
らない。子どもは，短気であきっぽく，わがま与で手のほどとしょうもない。学業成績は中〈らいで
ありスポーツや返動を好むD
国研式
親子関係診断検査記録(母}
態度| 型 %ile 態度 型 %ile 態度 型 守Gile 
拒否|消極的拒否 。 干 渉 70 保護
積極的拒否 90 不 安 25 
矛盾 矛 盾 。
不一致 不 でー安全 99 
絡 80 ì'~~ 理E 50 (注)% il.e..・パーセYタイル
待 65 
服従
盲 従 1 U (percen tile) 、
(注)%はeの数値の多いほX望ましい。以下伺じ
学校の先生VL相談しようと伺思わない。先生はきっ h叱るし，学業成績陀も影響するi-考えられあ。
(家庭』ては内密t'L.ナるように，学校V亡教師記入府教育キ日後調査察手送付して報告していただ〈ょう依
頼する。一一ーとのととが結果的!'cうま〈怖か左い原因となったが一一一一 〉
次固に来談した時，親は学校κ連絡したと介氏ついて強硬κ抗議する。家庭vct担当教師かム苦情
があったという。そうして ，父親が子どもの問題を気付かないうちvc解決したかったと¥/)う。(回研
式親子関係診断検査課では ，子ども(1(対しての母親自身の拒否的服従的な態度が伺える。 )それ以後
受理出援も終了しないで中止した。
<事例 2 ~再 2茨 A6. 1 7> 自己中心的な母親 〈来談回数5回 来談者母 ・子)
主訴!也C子どもと比較して発言が悪い。(女子 5才8か月 幼稚園)
・子ゼもが発音がわる〈てとまる。(構音障害といってカをタ iヒをシと発音するなど)乳児C頃u
-1 3ー
(知能の低下も疑われる)発育も惑<，頻尿 ・少食 ・腹痛手起しやす (，動
しカiる。私ロ家庭でもひhりで気安 与κしているのですが ，との子ばかりは図つ
でいそがしく働いていますし ，主人C妹が 1人間居してまナ。はじめは気VLな
妹位一挙よい部屋手独占している。そのととを主人K話すとほっとけといわれ
と子どもさんの関係はどうですかと質問したら ，そんなととは，子どもの発音
。時育代苦労した》いう'
作がのろ〈ひど〈島付払
てしまう。主人は主人
勺たCですが，主人の
る。 c受理，面接で母親
許あっさりいう。)中止直前C受理部接では ，主人は主人C生活があり，子ど
る£うVL，私だっても他人から干渉されないで生活したいという。
と関係がないでしょう
もは子どもの生活があ
通した親の生活態度は ，受浬面接により子どもの問問が明E霊化されるK公よんとの二つの事例κ共
示すものである。ー
られるζ とを恐れ ，く事飢;2>でti:親自身C問題として関係して〈るととを恐
，く事例1>では外界v(在意がむけられて ，それと調和しない不安定な生活態
うに思える。嵐端氏表現するならば自己の政立してない状態であるn
はかくるるべきものJとwう状態から，自己以外のIi~'(ものをも受け入れると
た，自己砕いうもVa-過剰κ意識しすぎてwる生活態度である。く事例1>を偏
度とすれば，<事例2>刷出笥何人生縦 ・世界観VL駒 Bれる観念的な態度で
しかも ，とのこつの事例俗非常VL自らを閉親の心c世界があると考えられる。で， ~安い殻をかぶった
ざす傾向が強いととを
<事例 1>で俗父親K知
く事例2>は逆v(r自己
とを拒否している。ま
見κ基づ〈経験的な態
れて〈 る。 ζの傾向は
皮をもっ自己があるよ
あるといえよう。
来験者i辻・子)(来高長回数4回消極的な母親8> く事例 3 j! 1波必 l
幼~ffi闘児)
とのある知人の紹介で来所し ，母親は知人があまり熱心VLナ・すめて〈ださるの
(吃台というよりは ，言脅すととK自信のない子どもといった方が適切であろう。)
る才 11か月〈男子ととvc自信がな加。主訴 : 吃音ぞ ，訴す
教育相談3:受けたと
「ひきつけjを訟としやすい予で多った。漢字なども多少は知っているという。
1 1 8 ，図研式親子関係診断検査の結果では，父親は子ども
あり ，母親とのしつけや教育上の不一致がある。
で伺いましたという。
iりない項かI?有熱時V亡
(国中・ピネ一式知能 IQ 検査結果
K対 してやL盲従的で
りと)
態度i 型 1% 
!拒fzL %ile ?日90 
7 0 
40 
型
千
不
溺芝
従|
盲従
渉
安
護
度
断検企記録親子関係診
格
国研式
nli 1罰， 
待
(母)
度 型
断検査記録
????
% 
図研式 一親子関係診
型
消極的拒否
積織的拒否
厳絡
度態
70 
??????
??
否拒
3 0 
待
護
従
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70 
25 
理主
従
目白
60 
4日
40 
期
配
母親r.r，父親
母親の支配的
K自信を失なわ
との事例r.t，
親自身が知人か
題(社会性がと
もC問題を正し
く第1表 A1i. 1 6 
(現住地は他県
たった。
同じく盲従的であり，支配的左傾向がつよい。
厳格 ・期待)<z)態度傾向tt，子どもを社会性の少ない無口な子K し，請しするとと
る結果となった。)
どもの社会性をのばす介.めvcも，訴しする勇気を与えてやりたかった事例である。
ナ』められたてC来談であるととによって ，なかなか積極的氏子どものか〈れた問
しい，チック)が解決しないま h中止した事例である。親は落ちついて辛子り ，子ど
認めていたと思われるが ，その意欲の面で少し欠けるきらいがあった。
は ，墓星雲Cため笑家K帰郷した1JrVC ，知人κすLめられて ，来談したものでるる。
母綴は積極的な態度.で子どもの問題と収り組んで同たが ，中止するのやむなきκぃ
く事例 4 j潟 l ~ Ab， 2 0> 強制的な母親 〈米後回数5由 来談者母・子}
主訴: 勉強が
本人はのんき
う。幼ない頃か
て:t'!:>，父親も
校舎出ているの
が勤めを終わっ
学校でクラブK
もさっばり して
WISC知能検
配的な態度で
国研式 親子関
態度 型
長j続き しない。 (男子 1 4才 1か月 中学生)
，さっぱり勉強しない。学校の試験の結果も思わし〈な<，極めて不振であるとい
私がいないとさびしがる子でした。ぜひ知能検査でも していただきたい。私も勤め
不在がちで兄(高校生)が勉強をみていて〈れるが ，けんかばかり している。兄も高
，左んとかして高校〈らいU入学させたいという。 c数学 ・音楽・英語が劣る)私
から，毎晩 11時頃まで勉強させているが ，さっぽり能率的があがらないととほす。
いってもすぐやめ，また，5.JIJ<Z)クラブ氏はいろうとする。ささいな周事~たのんで
れない。私がいなv>とぶらぶらしている。
結果 1 Q 1 0 4 ，図研式親子関係診断検査の結果から，母親は拒否的 ・支
り，その他についても親の生活態度陀かたよりがみられる。
診断検査記録 (母)
度| 型 %i1e 
拒否
否円ド;消極的j白 議|千 j場 25 
積極的拒
支配
厳 日 t服 不 安 5 実t 35 
期 待 I 5 従13 従 I (t;t) %叶パヤタイル80 色町。Gntll~ ) 
WISC知能診断検査記録
評価点¥ 検査項目 F
一般的知識
言 一般的理解 13 
諮 算数問題 8 
検 額似問題
査 単語問題
数日島問題 8 
IQ 1 
全検査 IQ 104 
〔子ども)
' 
検査項目 評価点、
8 
動 絵脳配列 7 
作 積木模様 1 3 
検 組み合せ間宮 1 2 
査 符号問題 1 2 
迷路問題 13 
IQ 10 5 I 
(i!)評価点はOから 20:量でであらわし. 10は平些拘なスコアである。
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との事例は ，子どもが来談するととを
いやがり ，親も勤めがある関係から中止
された。
との事例vcは三つの問題がある。 一つ
は続の生活態ocであり ，もう一つは親子
関係、C問題である。親は子ども をきめつ
けて考えていたようでもあり ，子どもを
無視し， 理解がたりな怖と考えられる。
母親の存在は子どもにとって，少しも心の正りどとろとなっていない。とCζとは年代による時代感
覚の相違でもあろうか。〈しかし，との時代感覚C相違も「学び，生きる生活Jf'(よって解決するとと
が可能であろう。との ζ うなζ とはあくまでも感覚的な柑違であるととるに，クライエン ト中心的カ
ウンセリンク"([)考え方が大きな一つ¢解決Cいとぐちを禾している。そ¢理由は ，感情的な問題を明
砕流意識するととf'(.i.って偏見が是正され，経験を拡大する事実を数多い研究C成果から認められて
いる。)
・自己を知るむづかしさ
人間は誰でも自己について考えてみるととがある。そうして，はなはだあいまいに自己を概念化して
考えているととに気がつ〈であろうし，その反函f'(，時には自己κた正ろうとしている。自己自身で恩
刷込んでいる自己を自己概念 (seIf c∞cept)という。単独で来談した事例から自己すどのようK考
えているかをさぐってみよう。
く事例 5> 高校の入試を前にして悩む中学生(男子 1 5才4か月 中学生来談回数4回)
父親は母親と路議再櫛し現在他県K往んでいる。酒癖が態〈毎日のように凱暴するので ，現在姉C
嫁ぎ先K同居し，学校へ通ってW る。父親とC別居生活はもう数年Vてなる。姉は高校入試を前Kして
気の毒f'C患って〈れ，本人は幼ない頃から神経質(気が小さいという意味で，本人C話から}だから，
他県C学校K転校させた〈ないという。その反面やはり父親と暮したいとも，患い ，悩んでいる。
く事例 6> 子ども敏いされて ζまる中学生(女子 1 .~才 5 か月 中学生来談回数6回)
家庭〔父母・姉2人・ 弟 1人)で，私の体(やせてなり，長身)が弱いものだから可愛がられた ，
時f'Ct.t弟から馬鹿にされる。父親はいろいろな・薬を買ってきて無理やりに飲まぜたりする。母親はと
まとまと指示してプライパシーなどロぜんぜんないという。私も事実体が弱<，運動会などで銭争し
でも途中で力をぬいてしまう。乳児の頃，発熱しゃず〈あまり乳ものませられなかったそうですとい
う。
く事例 7> 登校す拒否する高校生〈男子 1 7才 1か月 高校生来談回数1回)
無理f'C実業高校陀受験させられ，合格したので通学していた。 6か月前数学の先生f'(宿題しなかっ
たので，ひど〈叱られた。(理由があったと本人はいう)その後学校Vても行かず毎日正午近〈までね
ている。父続ほぶつぶついうが，勤めているので心配はない。母観ほどだましやすいものはない。 2
人C弟はそれぞれ中学に通って阿る。僕が生きがいを感じるのは，少年団の指導をする時〈らいなも
のだという。今までは子どもでるったが………..…..・H ・. という。
<事例 8> 見え坊な高校生 (女子 1 6才7か月 高校生来談回数2回)
一度放線後映画を友達〈女子C院級生)とみK行った。その帰路会そくなってしまい，ひど〈在意
を母から受けた。とのととがあってから厳重K小遣いの使途を聞いただされるという。しかし，両親
とも尊敬I'C値いする人物で，一人っ子の私を可愛がって〈れる。でも，素直Vてそれを受けとりに<< ， 
つい反抗してしまう。すると母親などは「小さい頃t.t，よい子だった([)f'(Jと涙までとぽナ。
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<事例 9> 職場vcj;~ちつけ1.i:い人(女子 3 2才 独身熊取来設回数7回)
私は幼ない頃より結核で ，ろ〈ろ〈小学校もあがってない。母ゃ姉も同じ病気で死去している。私
は母親の愛情昔・知らないのですという。父と兄は共同でサービス業をいとなんでいるが，手伝いをす
る気にもなれない。就職は 14回してみた。(主vc庖員)同僚の女子居員との折りあいがうま〈いか
ず，特vc目上の方〈男性)が親切にして〈 ると気がかりになる。私は，長い療養出番 (通算 16年間)
で，すっかり社会性をなく したのですねとwぅ。
<事例 10> 子どもの教育K過剰な自信をもっ人〈男子 4 1才 商居腔営主 来談回数2同)
子ども ω、学技 5年自 C教育K自分ながら熱心であると思う。客観日κ学校へいってみたら ，あ
んな教え方でほわかむ子信がまんできないであろう。担任C先生K質問 してみても，さっぽりわかっ
て仰な加。(学習指導C方針らしい)自慢じゃないが子どもが成績のよいのほ，毎日 5時間平均私がつ
いて教えているからである。若い頃苦労したので， ζれからC子どもはどうしても生存競争K勝たね
ばうそであるという。
<事例 1 1> 知人と会うととすきらう人〈女子 4 1才家庭の主婦来談回数5回)
少し知った人K会うととまどう，あいさつしてよいのか患いのかわからなくなる。つまらないとと
rc(よくょする自分が恥しいが，どうにもならない。家庭は円織で，夫はよくいたわって〈れる。ま
た， 2人の子ども〈小学生と中学生)vc対してほ，私がふらふらして阿るととについて申訳な〈思う。
私は幼ないとろ厳しいしつけの下で育った。 2人の子どもの視である現在陀必いて ，われをがら悩ん
でいる。現在は姑さんと別居(以前は同居)してはいるが，時Kは，再び同居してもよいと湾えでも
みるという。
<事例5>からく窃例 11 >までは，自主的!'r来談した人骨との初めての面接相談K会りるそれぞれの
氏乏である。 人陣立誰でも一八では生存しえず，絶えずまわりの人骨との相互関係や人聞がつ〈りだし
た状況としての社会的 ・文化的・歴史的な影響をうけている。<事例 5>では，幼左い頃からまわ
りの人骨から言い聞かされた神経質というととが子ども自身Kしみて感じられるであろう。<事例6>
では ，過去Vてよい子であったという親のイメージ〔突は，現呑知観の考えK基づ〈回想、や追憶fてよるも
ので，正確なもCではない)VC，知らず知らずのうちに子どもはとりとにされている。く事例 7> 
では，学校で叱られたという ζ とが誘いとなって，登校拒否という事態を容認する家庭c繭題である。
とれは，<事例 8>とともに，青年期特有の傾向でもあろうが j精神的離乳K子どもが立ち向かう
ためには陣容となろう。く事例 9>は自己に対する自信C欠如，<事例 1 0>は自信む過剰とW
う例であって ，とれらは自己K都合Cよいよう K合理化された感情や偏見K基づ〈経験ゃ行動から生
じたも¢であるう。<事例 1 1 >は自分自身でどうVてもならぬ不安をじめす事例でちる。とれらC
事例で気がつくととは，現在の時点から考えられる過去がかくあったであろうと考えているととに注
意したい。次VC，それぞれC事例が極めて感情的な問題が含まれていて，く事例 1日>のように快
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活1'(話される場合もあるが，それぞれ切実な動機があ勺てC相談である。
. 子どもを知るむずかしさ
子どもC外聞から観が知りうるものは，さして現実C生活1'(;þ~いて pr要なものではない。子どもの幼
ない頃のある特定Cしつけや訓練(基本的出舌習慣・言語・行儀)をする聞だけであって，その後俗あ
まり意味をもたな〈なる。
観信子どもにできるかぎりC愛情す傾在して養育にあたっている。たとえ.J立の愛情から発したも¢
であれ ，貌の現実生活でC要求不満Vて基づ〈代償的友愛情であれ，子どもにとって低なにものVともかえ
難い安定と満足を与えるであろう。また，子どもも親K対して愛情と好意を示すも Cである。
とのような親引笥互の愛情関係が危機1'(当面するととがある。とれは反抗期と拘われる子どもC成長
発達1'(i.~ける過渡期的な現象であり， ζの時期低貌Vてとっては危機的な状況である。親の愛情り多分κ
親の独自な個性的なものであり，愛情は個性的な bのであるがために， あるいは強く あるいはもろくく
ずれ去るというととがある。子どもを正しぐ理解する ζとは単なる感情的な愛情ではなく ，より知的な
側蘭を含みながら ，絶えず子どもの問題K対して，親として決断する愛情であるととが望ましい。子ど
もを知るむづかしさは ，親自身の問題でもあり ，愛情で結ぼれた親子関係C問題でもあるとと1'(よる。
次1'(，事例からとれ宏明らかK してみたい。
く事例 1 2> 板ばさみの母親 〔男子 7才 10;か月 小学生来談回数6回来談者母 ・子)
主訴: 精薄学級K入るようす与められているCで，もう一度知能検査をしてほしい。
学校C先生から子どもC知能が低いから，と聞かされた時はびっ〈り した。子どものためならば先
生Vi.~っしゃるようにしたいが，姑さんも診るととであり，思うよう Uていかないと訴える。家庭教師
もつけて勉強させ，珠算C塾へも通わせている。私は子どもがそれほど頭は怒〈ないと恩う。私が{動
いているものだから，子どものめんどうをとてもみてやれない。と訴える。
(子どもの知能はって脇式精薄児用知能検査の結果 .IQ 48) 
く事例 1 3) 当脅する母観(男子 1 2才?か月 中学生来談回数4回来説者母・子)
主訴: 動作がのろのろしている ，また勉強も長続きしない。
どうした訳か，運動するとともなく，きびきびしたととろがな〈て男らしさが念加。幼ない頃から，
さっぽりふとらない。 別1'(身体も惑いととろロな刊のだが ，神経質で図る。もう中学生1'(在ったのだか
ら， 1人でできばきと ものどとをしてもらいたいと患う。主人ti<Dんきで ，私ばかり気をもんでいる。
〔との子どもは，医学的な予診の結果 ，起立性調節障害 ー立ち〈 らみ- q)疑いがあった。)
<事例 14> 努力する母親 〈男子 7才?か月 小学生来談回数1回来援者母・子)
主訴 : 知能検査を受けたい ，場合によって信適当な養護施設を紹介してほしい。
歩行始期もbそ<，なかなか口もきかず，や曹と 2才頃Vてなって片言をいうようKなった。めだっ
て粗暴なふるまいをするととが多くて困っている。着衣ゃ食事も思うよう陀できない。先生Cす』め
もあって一度知能検査を受けたいと思って来所したいという。との子のため1'(は ，できるかぎりのと
とをしてやりたいと思う。 (子どもは ，一見してモンゴリズム特有C顔つきを呈している。大脇式精
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薄児周知能検査にもうま〈のってとない。)
(注)モンゴリズム(蝶宙往} 畿盲人に似た容ぽうですぐ診断が可飽である.斜めの限裂・肥厚し
た皮ふ，ふくらんだまぶた，つぶれたような1Jr<.大きな舌，まばらな袋毛，などがみられる。母体
の;時年令時における出産に多く，胎児耳目における何らかの原因によるものと考えられるが，未だ明
らかではない。知飽障害がある。
く事例 12>では，母線U子どものの知能の遅れを認めつつも， ζれを否定しようとしている。と
のζとは，家庭的な問題でもあろう。また，子どもK家庭教師をつけたり，塾に通わせたりしている。
ζq;$例tl，子どもの問題を認めても自ら容認できないもCがあるととるK問題があろう。 との子ど
もの兄〈兄1人 ，姉人と本人e:;3人兄弟)も小学校5 ・6年頃まで成績がわるかったが，現在中学校へ
行っているρ;;，普通c成献をとっていると伺う例を51¥/>て，しばしば母親俗訴える。とC ような ，認め ，認
めえないという一見矛盾する感情を両面感情 (両性感情)という。とCような感情は畿でももっている
と考えられる。<事例 13>でほ，長年にわたり子どもの体C問題κ関心をしめしつ』も，ついに見
逃してwた例である。 ζの子は，幼ない頃は動作が利百発であって.t~J I'( L-?けやすかったと母親Uい
っている。との事例では，常K子どもと接していても，かくれた子どもの問題はわかりKぐいというと
とをしめすとともに，や位り，早期K専門前な診断す必要とするととを物語っている。<事例 1 4 > 
では，子どもの問題1'(皐〈から母親が気付〈ととも1'(，小学校陀あがるにいたって子どもの問題がはっ
きりしたものと考えられる。最近C事例で，モンゴリズムと断定できる小学校2年生 女子C例があっ
た。との母親ロ初めて我が子コが大きな問題をかかえるととを知った事例で~<bるc とれ1'((らべ，<事例
12>の親tt，前後策まで抱任教師と相談C上で来所されている。不幸なわが子C問題を直視するにtt， 
かなりの時間と心の準備を憂するととであろう。
貌が自らC問題や子どもの問題~ありのまlo..l'(知るととはたやすいものではない。十人十色のものの
見方や考え方がある主う K ，人間信誰でも個性的な存在である。をた，問-e:;行動をするにも，それぞ
れの動機はい〈らか異なっている。との個性的なものζそ，ひとりひとりの人間c主体的念ものであろ
うと考える時K ，そとKは感情的な問題があり，感情Ktt態度と傾向があるといわれて拘る。感情的態
度とか感情的傾向とかいわれるものであろう。とれらの感情は，幼ない子どもKあってはまわりの人脅
からもたらされたものと考えられている。とのようなととから幼児教育I'(tいて情緒教育が重視される
と考えられる。しかし，年長K在るKつれて感情的なものは知的なもCと関係し，自らの存在安価値づ
け決定づけて意欲的行動の源となってくる。
- カウンセリングと親の生活態度の変化
<事例 15 第 l ~ .46.1> 積極的な母親 保談回数78回来談者母・子)
主訴: 片言も概脅しない。(男子 5才 5か月7
(~1l築構成} 父母と本人の5 人家族 〈生活環境)ともかせぎで日中不在であるため，生後まもなく
知人の家にあず11て，朝腕母親が送り迎えする. (是主管歴}仮死出産で16か月で歩く，発曹に比
して知恵づきが~れている 。 (身体状況)言語発滋の遅滞，傑食，とわがり 〈性格特徴}依努的，
動作がのろい，人見知りする。(予鯵}宅士会性成熟度検査(社会生活力，是正本的生活習慣もとに劣
る。)
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小頭症 (注 頭闘が様穆よりも大きいと巨頭症とい~， ，小さいと小慰霊主という。ともに知的発達に
由主総ずる)，ク νテニズム〈甲状線機能の減退による発育陣容)の疑いがある。(知能検査にのってとな
く実施できない) 子どもの行動の活路化と母親のしつけや教育上の不安をなくするととをめざして
教育相談を行なう。
- 母親のカ ワンセリング
子どもがどうして話せないCかわからなv>o普通c子どものように話せるように なるのでしょうか，
らずけて会〈家でも祖父母〔本人と遊ぶような子どもはいない)が可愛がっていてくれる。とれまでに
あちとちの医者や知人と相談してみたが ，どうVてもならなか勺た。 (カワンセリ ングの初期VC，ζCよ
、うVてい勺ている。その後昨年 4月より保育園Vてあげる。最近では子どもが小学校vcあがる頃般職し家庭
Vて入りたいといってW る。)次のカウンセリング記録は 78回目 C開始当初の一部である。
ルI(母親〉 今日は少しおくれまして
C(カ ウンセラー) さ<6，どうぞ(椅子をす弘める)
M2三日ほど前に保育関へ子どもを送って行ったのです。担任の先生 (前の担任の先生は .おめでたの
ためレばらく休まれた)が変りましたので ，ごあい さつ脅して，子どもがどんな様子でしょうかと
うかがった。別にどうて ζ とないのですが，先生に{可か絡をしますかとたずねたら，先生はあまり
話さない万だとおっしゃ いまして ，家では話しますがといったら， (先生は〉そうですか と返事し
てい6れた。そうして，先生は幼稚闘で牛車しを与えるともどす ζとがあったといぐていられた。い
ままで，めんまりそんなこ とは聞かなか.ったのですが，あまり空腹にさぜておくのも考えものです
ので，今朝あたりも，少し早起きさせてゆっくり食弱者告とらせるようにしてます。
C2 ~二t~ 、。
MSけれども，ほとんど食べたがらないのです。 おばあさん(保育園が終わると子どもをあづかっ てい
る知人の家の組母)が午後 五時す ぎに時身おにぎり場食べさせてい るという揺しですが.朝はどう
も食べたがらないようです。
Cs (洗黙〉
M4 また.先生にとちらに脅でとうとうレている(教育相談を受けている)という ζとをいったら ，先
主主は特に話しする子どもでもないので，自につかなかったが，そのようにいわれなかったら分らな
かったていっ ておられた。動作が少し幼稚ですがと先生がいわれるので，そのととは私もよく存り
て ますとお返事しておきま した。
それに ，乙の頃は気候もよくなったせいか子どもも外で元気にとびまわ弓ているようです。
C4保管闘での乙とですか
M5はい， 保育闘でもそうですし， 臼砲なんかお父さんを無理やり に紛争見に行乙うといってヨ|っぱり
だすしまっで・・・・ 一後略一一
ζ の窃例は，やがて澗Z年になろうとするほど長期にわたあものである。
最近では，子どもが小学校にあがる頃 には母親は家賠人にもどりたいといっている。附童日.が子ども
のためを思って努力する意気込みには主宰いものがめる。カウンセリングの初期では.ともかく普通
児の程度に発育の.iI!!れをとりもどしたいといっていたが，今では温かく子どもを見つめるようにな
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った。
くまとめ>
最近借家から白力で建築した家に転居したζ とから考えて，ともかせぎC大きな理由の一つは経済的
1.l問題とともに，住宅難であったとうかがえる。母親は口C重加入であったが子どもの問題を理解する
Kつれて，より校指蹴Wf来談し， ζのととは来談回数(78回以上)からみても推察できる。夫は口数の少
ない人でと不満も少しり聞かれたが，日曜日などは子どもと散歩するという。母親は夫の実家へも時骨
子どもを連れて行き ，/，晶泉への旅行なども家族で楽しむようになった。ひとりつ子の幸養s育とE加ρ うむづヨ泊う
しνい、営みC うちVL，Cしかも発育の遅れた我が子ーのためVL)親としてC喜びを味わっているといった感
じである。とのζ とは，かつて口C重かった母線がとまとまとした子どもの生活や行動を明確Vて表現ず
るととでもわかるo カワンセリング中1';1，ほとんど母親C一人舞台である。
<事例 16 第l君(_A'O.Z> 依存的な母観〈来談回数13回 来談者母・子)
主訴: 言葉がはっきりレなむ、。物をなげるo (.男子 5才 8か月)
(家族構成)父母と本人の 5人家族 〈生柄環境〉静かな住居地域の社宅住い (主主育歴) 1 6か月
で歩く ，やせていて風郷を引きやすかった。家でほとんど一人道び。(既往症〉生後:1 0か月頃は
しか (身体状況)偏食，汗かき。(性格特徴)わがま』ふぎける。
- 母親Cカワシセリング ・
(初期〉 話もできないし，らんぽうで手がつれられないでとまっている。本当VL手をやき，いやK
なってしまう。いくらいって聞かしてもだめで ，家の中ではいばってばかりいる。主人はのんきで相
談しでもさっぽり本気Kなって聞いて〈れ3まい。 !
(中期) 子どものととでやっと主人や両親の実家の人が，まじめKなって考えて〈れるよう陀なっ
た。私fjのんきな方ですが，るまりまわりからわいわいいわれると深刻に考えざるをえない占必燐り
の訟兄さん〈小学生)~まね守して勉強どっとをするが，そのたびにな相手をさせられる。
倣期) 近<~道路わきが砂山なのですが，一日そζに行って何やら遊んで〈る。付っとう近所の
子どもとも仲よしVてなったようずである。私は安心して家事ができるし，ほっとした。主人もいそが
しいようすであるが.時骨子どものととを心配している n
〈ま とめ>
母視は，極めて依存的な気持がつよ(，特』て主人Kはナペて含まかせてじまう とEころがある。子ども
の問題にしても同様であって，誰かの指示VLよってしつけや教育を行なうとωう態度がみられた。母親
ぽ自身の問題κしろ子どものととκしろ肯定的であったが極めて消極的な人柄であった。
子どもが大きくなるvcつれて， ζれに対処す竺るというととはをかった。たとえば，盛んK予どもが不
明瞭な言葉で質問しても，うなず〈だけで言葉をもって答えるというととはあまりしないようであった。
遊ばせるK しても，自ら目cとど〈範囲内にとどめられていた。子どもの遊びは子どもの生活そのもの
であるう。
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との事例~V母親Kみられるよう制也 K依存しやすいという個向はしばしばみられる。親が何を対象と
して依存するかK よって，多少事情を奥Kする。また，依存心Cかげvcか〈れた独立心というとともみ
Cがしてはならない。く第 1表必5>は，育児書と.顕っ引きで子どもを育てようとし，子どもvc一次
的(習慣化してなtハ状態，あまり気κか吟てないという意味でV)吃音と社会性のな加子Kしてしまっ
た例である。く第 t表 .tfo.4>同親が子どもを自由K遊び友達をつ〈らせて，社会性をつけてから幼稚
園vcあげるという準備が少なかったようK考えられる。また，母親自身も表情C少ないロv:m:い人であ
り，子ども自身が親からC愛情を受けとるととができず，それをたしかめとまらすためK親子の不分騒
をきたし，幼稚園Kひとりで行くととを拒否するという結果となった。
<第 1表 J仮4>・く第 1表 .tfo.S>は研究紀要第.3.3集 「子どものための教育相談 196.3J 
VC，それぞれ fどもる子どもJ. rを園を拒否する子どもJv事例として記してある。
<書簡例 17 第 l表 J鉱3> 家庭的に不安な母親(来談回数?回 来談者母・子}
主訴 : 夜中Kとび$'きて泣きわめ<0 c男子 4才日;か月}
(家族構成)祖父母・父母・本人・弟 1人・おじ 1人・同居する使用人2人で，計久人の家庭。
(生活環境〉小企業の製造業であり，家族的な経蛍のためおちついた環境ではない。日常祖父母が主
に本入のめんどうをみる。〈生育歴)半月ほど阜く出産し，神経質でよく吐乳した。発育は普通であ
づてさして問題はない。(予診)夜驚症であると思われるので新潟大学付属病院に紹介するととも
に，母親の希望によって教育相談を継続する。〈子ともには精神安定剤を服用させつ弘行なう〉
- 母親のカワンセ日ング y
〈初期} 子どもがζCようになったのももとを正せば，皆ん在家庭がどたどたしているからです。
ととK相談vcぐるにも，強〈祖母が反対しているのです。とんなととでは将来どうなるかと，思いやら
れます。遺伝的左もので，精神病でしょうかと心配する。
〈中期) よ〈脅えてみると，幼ない頃実母から受けたとなりのしつけを，現在自分C子どもvcr在
っていたのでしょうか，しらずしらずC間κ私もそのような結果となっていたのかもわからない。本
人を祖父母は可凶愛がって〈れて加るととは有難加。
(終期) 薬を服用するようになってから夜驚症状は消失したので，よるとんでいる。 ζれまで，多
忙な生活Vてがわれて子どもと接する時間もないと，自分自身で患いとんでいた勺ですね。
くまとめ>
との事例俗，子どもに医師C手から薬を服用させ在がら行なった事例である。母親Ir.i，ひとりよがり
左ととろがめだち活動的な人柄である。夫婦問は円満であるが，特K姑さんとの折り合は態加。母親鉱
夫が再婚であるととも知らず結婚したという。母親は小学校C頃から実母から厳しくしつけられ，思春
期を敗戦という混乱の時代K過した。また現在の家庭も;俊雄であり，祖母が実擦をKき'っているとと左
どから母親が情緒的な安定を欠いていたととも事実であろう。
{注〉夜驚症 精神身体隊害あるいは精神身体症状といわれるもので，身体に心丑量的な障害が影警を
およほし，身体的な症状をともなう。一般に子どもに多く見られる。幼ない子の夜驚症は騒眠中に
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軍基いてとびおき，はげしく泣く場合が多~'oζのほか極限障害としては，ねつきがわるい・めをさ
ましやすい・めさずめがわるい・ねとと・夢にうなされる ・夢中遊行(ねぼけて歩きまわる)などが
ある。
<事例 1 8第 I表 6> 教育vr意欲的な母親(来談回数12回 来談者母・子}
主訴 : 乱暴で，人見知りをする。 c男子 4才?か月 幼稚園児)
(家族構成〉父母・本人・妹 1人・同居する使用人 1人の5人の家庭。(生育歴〉乳児の頃からね
つきが惑く，ひるねをしなかった。近所の子とはあまり遊ぶ ζ となく，お客さんが来るとはしゃぐ務
がめる。 l身体状況)ねつきが蓮華い・偏食 ・乙わがり、・風邪にか』りやすい。(性格特徴〉短気
でいらいらしている。乱暴な-aiiに密売もろい ・恥ずかしがりなどの依存的な記がある。
幼稚園Kほとれまで 9か月間行き，そC間母親む毎日本人とともに交通機関を利用して返闘し，送
り迎えすする。 c乗車時間は片道40分くらいか与る)母読は朝本人す幼稚園V亡診〈り，放課後会で
矧人C宅で待って，また，一緒vr自宅Vて帰る。幼稚園では乱暴で他の子どもvr迷苓をかけてwる。
(諸検査の結果〉田中・ピネ一式知能検査結果 1 Q 1 2 1 
- 母親のカタンセリング
(初期) ひと月κー -二度は非常にあばれる。どうしてそうなのかその原因はわからな円。毎日と
かくきげんが感(，家C中で大声をほりあげたり妹をいじめたりしてあばれる。妹の方がよほど大人
である。疲労した4うな時Kあばれるのかもわからなω。主人も時守きびし〈叱りつりる，時代U口
でいってもわからないといって，手を出すζともある。本当Kせつな〈て因っている。
(中期) との頃本人位やっと自分でねまさvr着かえて眠る工うになづて，以前から〈らべると手が
か与らな〈なった。靭などはwままでは起としでやったのだが，ひとり でー起きるよう Kなった。幼稚
園もいやがらずに行くのでよろとんでいる。幼稚園C出来事や友達Vてついての言若手するようKなり，
とても楽しみK聞けるよう，'Cなった。何でもよいから注意すべき点があり空したら， j;~っしゃって〈
ださいという。
(終期) 親の欲目でしょうか，あばれたりしりとみするととがよ〈なったよう K思う。時守はわが
ま与をいうが，とれも子どもですからと思って気にかけていなれ。よ〈との頃いろ加ろなととを質問
するようになったので，とれVてはちょっと因っている。また，本人位自己の知っているととならばよ
〈話して教えるというとともある。とれまで合弁当をのとして〈る子であったが，食欲も盛んとなり
よろとんでいる。
くまとめ>
との事例の母親は，直接的な自己K関する問題Kはふれてないが間接的Kカヴンセリングでの話し合
いのうちにKじみでている。とC親子C現住する地域vrtl幼稚園がな仰ので，無理をしても通園させて
いるととを母親自身がよく知っている。
子どものしつりや教育vrあたっては ，ある程度の理徳的な要求水準が必要であろう。と¢要求とか目
的があってはじめてしつけや教育が可能となり，意図的vr一貫して行ないうるととは事実であろう。し
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かし，子どもC心身の発達段階やその内面的な理解がどうしても先だっ前提となる。総ての前提的な条
件はよ 〈吟味され硲められる必婆があり ，その以後κbいてしつけや教育の意図ナる統合的な水準が設
定される ζとが何よりも大切である。との事伊tlr.1幼稚園K子ども?あげるというととの前援の確かめ方
があいまいであり，また，それが親自身C生活態度と関係してくるととに注意をむ付たい。
親自身の生活態度は偶然的なものK よって決定されるととがある。たとえば，過去に辛子りる印象的な
経験〈不幸な間会としてC外傷的経験と好ましい経験などVてより ，人生¢転機とまった経験をさす)や
学習(取り入れたものを行動化ナる意味v(i.'V>て)v(基づく加るとwうζ とである。そc一例として，
<第 1表 .~1 3>V ょうV( ， 子どもの知能がf~v> ときめつけて，偏見K よって子どもと按してお‘勺た
という事例がある。とC事例も数固にわたってカウンセリングを行なったのであるりれども，最も効来
的に親の生活態度の変化をもたらす転機となったものは，子どもに行なったWIS C知能検笠C結果で
あった。(言語検盆 IQ 115，動作検査IQ 122，全検査IQ 122)教育相談で諸検査C
結果をありのま L親が受け入れ，子どもv(関する正確な知識や情報含得られるととによヮて好結果がえ
られるととがしばしばある。とのととは逆v(鏡の生活態度が偶然的な山来事や偏見Kよって形成されて
いるととを物語り ，子どもK対ナゐ親自身の意図する水準宏決定づりるものであるう。(<第 1表
J仮 13>は研究紀要第 3.3集「子どものための教育相談1962]v(， r知能の低い子どもjとして記し
てある。)
ζれと同一的左問題として，子どもV(医学的な疾病・障害があった事例と自身が自らC生活態度Y"C問
題があった事例を記す。
<事例 19 第 1-1<J鉱14> 教育代意欲的な母観〔来談回数8回 来談者母・子)
主訴: 動作が子どもっぽ〈て， 運動能力がない。(男子 ?才7か月 小学生)
(妻家族構成〉父母・本人・謁 1人・妹1人の5人家族 〈生育廃)アレルギ一体質，幼ない蝋か6湿
しんが絶えない。小児ぜんそくなどの疾病o5Qo (身体状況〉近筏・吃りやすい・ねつきが惑い ・
多汗・風邪にか』りやすい。(怯格特徴)ものととに長続きしない ・大げさ ・疲労しやすいなど。
(予診〉かなりひどい小児せんそくと心臓肥大を認め，新潟大学付臓病院に紹介するとともに，母
親の希望によって教育相談を継続する。〈学業成績は中の下〕
(貌のカウンセリングは省略〉
<事例 20 第 1茨 J仮 15> 教育V(意欲的な両親〔来談回数8回 来談者両親一主V(母親一子)
主訴: 勉強のしかたがどうみても不足である。(男子 12才1か月 小学生)
〈家庭構成)父母 ・本人・妹 1人の4人家族 〈生活環境)問活衝であるが，わりと綜ちついて静か
であ.Qo (主主宵鹿)幼ない頃から別に関節もなく順調に育ったという。(身体状況)ねつきが感い ・
頻尿 ・デック。〈性格特徴)世話ずき・波労しやすい・ん帳ctio (学校成績は極めて優秀である。 )
親のカウンセリング (父親信カウンセリンク'の終期V(2度母貌ともに来談した。)
(初期) 母親が子ともから自をはなすとす("V(遊ひ'V(行ってしまうし ，机の前で寝とろんでいたりし
て図る。もうすぐ中学生となる(l)V(， 主人ととも K心配している。主人も私も大学を出ているCで，
せめて子どもも，一流の大学へ入れてやりたいという。学校の知飽検査では IQが 14 0ぐらいで ，
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F すぐれていると先生がbっしゃった。子どもさえその気~なればと思う。
f; (中期1) 主人Kいわせると，数学さえできれば自然と学力がつ〈と思っているので，との問題Kつ
r: vべ主人と苦しあったのですが，なかなか主人口いうととをき与ません。との開運動会があって参観
l陀めずらし〈行ったととる，さっぽり連動ができないといいますか，体Cとなしかたが劣っているよ
うです。(星雲観日や父兄会はi.'-もV亡主人が自分で出席する}とのととを主人K話したら 「うんJといっ
~: fdl付でした。
(後期) (両親ともに来所)親同志で話し合ったのですが，せめて家』安全員で楽し〈過ナ時間をえ
たいと思いますので，子どもに話したらとてもよろとんで〈れました。その時本人はとんなととをい
ったむです。 f;l;'父さん1':1，僕Kζとまで勉強すればよいよといってがきながら，僕がそとまでやる
とまだ先があるといって困らす。いたちとっとみたいで・H ・H ・.Jと
〈事例 21 ~ l~ 8> 毎日の生活K多忙な親 (来談回数7回 来談者母・子)
主訴: 反抗的であり ，返事もしない。 (男子 5才 10:か月 幼稚園児)
( !家~構成〉父母・本人 ・ 妹 1 人の 4 人家族 (生活現境〉両親ともに勤めており，工場が多い地域
である。(主主育箆〉自苦手Lに普心したく 4才頃まで)，知恵づきは少しおそいという。(身体状況)
吃るE障があり，偏食・風邪にかかりやすい。. (性絡特徴)費電気・るきっぽい・落ちつき不足・いら
いらしている。何をいっても反応がないという。
(筒検査の結巣〉 問中・ピネー知能検遊の結果 1 Q 1 0 5 
国研式
親子関係診断検査記録(父)
5 
5 
保護
? ? ? ? ?態度| 型拒否問塑喧一ー積極的拒否
支配生一号
%i!e I態度 型 % ile 
10 I服従 501 (注)%l1 e … パ- -I!:~タイル
05 70 (porcentile) 
国研式
規子関係診断検査記録(母)
態度| 型 % ile 態度 型 % ile 
拒否 消極的拒否 。 千 捗 80 保護
積極民拒否 5 不 安 25 
支ー厳 格 4日 服従
溺 発t ~俗)守:，ile… パーセYタイル
o!¥. 期 待 50 富 従 I55 I (peroentile) 
r 規子関係診断検査ゐ結果から.みて，両観~共通するも
~.. It~ける しつ付や教育上の不安もみられる。
民 主た，しつりや教育上C問題~ついて両親相li~矛盾
のは拒否的な態度の傾向か強(，保護的な面
-不一致がある。
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- 母親のカワンセリング
(初期) 私の手{I(:j;>えないほど，どうしたわけか呼んでも返事しな加し，物dけたりする。父親
は軍人あがりできびし〈叱りつけるし，手を出しやすい。私も勤めているので，そうかまってもやれ
ない。幼稚園から帰るとひとりで遊んでいる機子で，なKをしlいるCか服を泥だらけにしていると
とカEよ〈ある。
(中期) 最近少し回よ〈なっているようでほっとしてwる。私も動めをやめればよいCであるが，
経済的にもとまるのでそれもできない。主主ぃ近所{I(遊び友達もでき仲よ〈して，夕方私が帰るまで遊
ん古司る3以前ζり，私は帰宅後近〈のマーヶヤトイすって買物を したCですが，少し〈らいC ものなら
ばb使いもしてくれる。
(後期} 父観も一度はとちらK伺いたいと拘ってわたが，仕事もwそがし〈てζ られなかった。予
どもを放って沿いて，続がい〈ら努力レてみても効果がないようですね。本当K子どもをd育てゐζと
はむずかし仰ととだとわかりましたし，父親もだwぶ叱りとばすととも少なくなりました。
くまとめ〉
親子関係診断検査の結果からすれば，親から拒否された子どもというべきであろう。また，その支配
保護会よび両親のしつけや教育上C矛盾・不一致などもめだっている。しかし，現実{I(雨親が共かせぎ
をしなければならない状態になかれている。父税同父親なり{I(，母親は母視なりに子どもの問題を解決
しようと努力したであろう。このようなととは，続であれば誰しもわが子の孝せを願う気持は変りをい
であろう。しかし，や与もすれば偏りがちVてなるととを否めない。との事例は親のかたよりがちな態度
を示す例として記したもCである。
<第1表 A'o.9>ゃく第 1表;fo:1 2 >{I(ついても同様であって，前者は親の保護的な拒否的な態度か
ら親子C不分離や学校嫌いとなり，後者もやはり親の保護的な拒否的を態度から精神的な問題としての
頻尿や落ち着きをな〈した例である。とれらの事例から考えられるととは.，加ずれも両親とも家庭や職
業生活Vl:J;>われて子ど!もにしわょせされた結果となったととを明らか{I(示して加る。
〈第1表A'o.9>とく第1表j仮12>は研究紀要第33集「子どものための教育相談 19 6 2 JV1:. 
それぞれ， r母から離れ幾何子どもJ・「落ちつきのない子ども jとして記載してある。
とれまでK記したいろwろな事例のほか{I(，主として家庭的な環境が患わし〈をいために教育相談の
効果を期待しえない場合がある。たとえば，<第T表Afi:7>の事例は幼稚園の担任教聞からすhめられ
たものであり，父親が養子であって両親ともvc姑との円滑な人間関係を拒否している場合もある。
く第1表J仮10>の事例では，父親は子どもの実母と再備し，期信したととが子どもの問題の環境的
左原凶と考えられる。また，く第 1表A'o.11>では，母親が離婚tして子どもを草号せきに幼ない頃からあ
づけて，勤めてv>るという事例である。とれらK関しては別の機会にゆずりた円。
くまとめ〉
続の生活態度について， ζれをで述べてきたと:J;'b実際K取 b絞った教育相談の事OJ'a"中心{I(記して
きた，ととでは事例からえられたものをまとめて考えてみると，教育相談を親子並行して実施する場合に
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拡，どうしても観，自身の子どもの問題解決への稜極的な意欲ゃ動機が子どもの問題?好転させる前提条
件となっているととが明らかである。
続は自らの理想と現実とのへだたりと不調和・矛盾などを子どもの問題争止ヰーして感じている。との
自己の状況~意識化し，調和し，安定させるためVてはどうしても自己を知るととに迫られてくる。また，
自己す知るとwう自己概念の確立と安定tt，領自身の心の世界の大きな問題となってぐる。
しばしば自己概念はかたよりやす<，絶えず経験ゃ行動を通じてそれが是正されるととがな悼とます
ます強化され，砂がめられてしまう。との結果成長発達の途上Kある子どものありのま Lの生活を理解
できないばかりか，子どもへの影響は大きい。子どもの問題行動の原闘のうち，最も多円環境的な問題
は人間関係C不調和からくる情緒的感情的な障害であり，観C生活態度や家庭の雰囲気が重視されてよ
.¥'、。
とか〈親は自らに都合Cよいようw:合理化した観念K導かれた‘偏見をもちやす<，子どもの心の世界
を知るとW う内面的な理解w:欠けるととがある。とのような場合ー子ども低理解しがたい存在許なるt
ともR.子どもは親との依存関係が不安定w:なるためKいろwろ念問題行動をなζしやす〈衣る。
観世3生活態度がゆがめられるほど視は感情的な生活態度Vてなりやすく y単K賞讃 ・暗示・解釈・批評・
忠告・ ~Ji戒を与えても何の効果もいられないであろうし，とdっととは総ての教師が子ëもの指導Kあた
って，いかw:家庭的な問題に立ち入り要草加か，というととを身K しみで感じている事実であろう。
とのような情緒的感情的な問題をもっ子どもとそC親について行なわれた教育相談の事例jから，クラ
イユン卜中心的なカウン セリンク。がいかK効果的であるかを明らかKするとともに，そC代表的な事聞
と患われるものを記したものである。
E 親の生活態度とその考察
とれまで教育相談の事例を中心として，教奇相談が中止される場合 ，教育相談が継続される場合念ど
に1卦ける親の生活態度κ関して記してきた。さらに，親自身の自己理解や子どもの理解左どK図重量を伴
走うζとを明らかにした。
との章~;J:，'けゐ親の生活態度とその考察では， i学び，生きる人闇」としての親の生活態度を明らか
にしてみたい。をた， ζゐととは，親のみの問題ではな<，われわれに共通する問題であろう。
態度は，個性的左後天的学習κよって形成されたものであ!J，人聞の行動を価値的に意味づけるもの
あゐζとを明らかV亡するため，態度の形成と発達に関して心理学的κ解説し，カウンセソングでの親の
生活態度の変化，親の独自な価値づけとその意義KつWて考察しようとするものである。
1) 態度の形成と発達
A) 見る自己と見られる自己
一般的Uて幼ない子どもは自己が米分化な状態であるといわれる。との未分化という意味は，観察者と
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して見る自己(以下 自我という)とその観察の対象となる見られる自己 〈以下 客我という)とが分
離してい念いととを意味する。との両者が分化されて ，はじめて自己というものが意識化される。
人聞は感情的な動物であると加われているように，現実の生活にないて，感情的例庖が大きな役割を
演じている。ある事象と して客観化するととができるためには ，何ものかが事象をと らえているのであ
って， との何ものかが自我である。 とのようなととから逆κ，いかに主観的な奥方に感情的な要素が多
〈含まれているかがうかがわれるであろう。
自我はそれ自身独立した存在でな <，常陀客我と関係的な存在であって， 外界陀対する反応や行動傾
向としての態度をもってwる。
B) 感情的側面と知的側面
入閣の精神生活やその行動を感情的側面と知的側腐の二つに便宜的にわけてみる。感情的偶1価は主観
的でるって ，ものの価値をちらわし ，感受 (fe e 1 i n g) -情緒 ・熱情 ・情操などが含まれる。知的側
面は客観的であって ，ものの性質をとらえ ，感覚 ，認知 ，思考などが含まれる。直観は感情的なもので
あるけれども知的左側面をもっている。感情的側闘が知的倶IJ面を認知の対象とする場合に価値判断を伴
うとされている。とのようなわけ方は明確なものではな<，情換などは知的倶1面を特κ含んでいると考
えられている。感情的側面と知的側面は互κ関{糸しあって ，人間行動を規定ナる。
(第 1図)人閣内部の価値梼造 C) 人間内部の価値俗造
( stugner ，RoSSによる )
現実に生活する人聞は ，畿でもその人自身にと って価値的な希望
将来Kついての期待
信 念
価値観
欲望
と理怨をもっているものである。第1図は人間内部の価値構造を示
したものである。価値判断会よびその，追求は ，ー の価値観となり ，
一つの信念となる。
(第 2図}人間内部C価値構造
( S 1agner ，Rossによる)
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(第 5図)人間内郡の価値構造
主我
/~ 
(岡本11:雄氏による}
ア ¥ア¥イデオロギー;
個性 人同性 態度
I I I 重
Z語版 意見 偏見
~ I / -: 
自己中心の欲望 | 社会中心の欲望
~I/ 
生麹的基盤
{往)主或はあらゆる認知 ・評価 ・行動の主体である。
容まえは自我のなかの，主主主からいえば認織・評
価の対tItとなる部分。
とのようK人聞の価値観・信念・理想什いうものは，感情的なものである勺で，個人によヲてまちま
ちな機相を呈してくる。第 Z 図は人間内部の何倍構造す第 11頚より内商的~詳し〈示したものである。
皇綾~つwて記す t-， 意識された道徳的，~性格ゃ価値観K導かれる一方，偏見を通じて社会的なもの
ととを知覚し学習する。また，知覚や学習の拡化・強化によって態度形成され，人閣に共通な性絡〔人
間性)や道徳的な性格・価値観が是正されるととを・示して加る。(11'(沿いて「学び，生きる生活jと
記したCDtt，との意味1'(;Ji，>v>てである。)
第5凶は ，第 2闘を←更に自己中心の欲望・社会中心CT)欲望とわ付て考え，自己中心の欲望が感情的な
ものであり，社会中心の欲望が知的なものであるととを示している。
人!誌の「学び，生きる生活J1'(対して援助する方法俗二つある。その一つt，個人の内部に辛子v>て ，
感情的安定を得て，自らの偏見の修正 ・是正をうながすようK援助を与える方法である。他の一つは ，
外部から直接的間接的κ個人に対して意図的κ働きかりる方法である。
〔注)クライエント中心的カウンセリングは，個人の内部的な感情陣容を除去するとともに，より声高
い遜応性を獲得させるととをめ5している。
D) 外部的態度
人間信個人的な存在でもあるが，また，社会的な存在でもある。とのような人間C態度を便宜的K外
部的態度と内部的態度cニつにわけて考えてみよう。
一般的に態度という場合tl:，個人が他C人または事象との社会的関係で示す態度のζ とであるが，と
Lでt:I外部的態度と記すととにする。外部的態度ωその文化的歴史的な社会の背景とその移り変りκ関
係をもって〈る。(たとえば，封建時代の武士道C精神，軍国時代の軍人精神など。社会心理学でいう
内・外集団('L;Ji，>ける態度で，親しい間柄の内集団κ訟いては，親切・飽力.奉仕などの態度を示す。親
し〈なれ外集団κ対してほ，反抗・無関心・排地的態度などを示す。)
E) 内部的態度
外部的態度が世も中心の欲望Vてよるものであれば，内部的態度は自己中心的欲望K基づ〈ものと考え
られる。 c第五図 星雲照のとと)
内部的態度は情燥の傾向あるいは外部の刺激K対する準備性であり，現在までの独自な生活経験から
得られたものである。情操は愛と憎しみであり，自尊の情操である寸加われて判る。
クライエント中心的立場では，人聞の成長への衝動を前提として行念われる。) 内部的態度は川
ラパうなもCでな〈全体として形成されている。内音E的態度は自然的社会的環境と対応しつつ形成され
発達する。 世会的環境のうち，特K子どもと家庭の綜囲気・文化的庇史的雰囲気など)さらに，人間
関係Kよって個人の独自な内部的態度が規定される。(特κ子どもにあっては，鋭・兄弟姉妹・遊び友
達・教師をど)
内部的態度は具体的な行動目標K対して鰍や動機と関係し，知的側面と結びつヅより内面化した
と在り うる。(たとえば，知識をもってなっても実行K移せないととがある。 ζのようなととでほ
ま〈て，知識と行動が結びついて習慣化するととが可能である。大人は言語・文字・数量などを平気で
使用しているが，子どもの崩苦労して覚えたととを全ぐわすれて習慣化してwる。)
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(主主〉習慣は習性(性格特性ともいろ〉に浮かれている。習性は態度と異なって行動のしかたであり，
方向性・価値判断などには関係がない。学習されにくいものといわれている。
F) 態度の発4逮
入閣は社会的な動物であると加われて円るο 自‘己C理惣と現実を調和的統一的K陸られた生活条件の
うちK実現していかなければならな円。しかし，しばしば人閣は心のうちで葛藤を感じる。とのよ1うな
時には浬想、と現実が不調和 ・不統ー な場合であり，切実な自己矛盾を感じる。とのよう注心の苦難はよ
り高竹内部的態度の形成と発達をもたらし，精神的価値(自敬 ・謙遜・高誼・感謝・公正・責任感 ・義
務感など)を高める。(心理療法としてのクライエント中心的ヵワンセリングは，一面では， V.E・フ
ランクJレのいうように，人間的な苦難C解決を促がす心理的救衡をめざして柏町るものである:;0 ) 
〈注1) シャント(A.F shan.d )は，高次の情換として次のものをあげている。
無私的情，操〈友情・同胞愛など)・超自我的情操(愛国心・科学や芸術の愛好など)・良心への
幕敏の情携をあげている。〈引用文献)正木正辛苦「性格の心理」 金子容房より
(注2) クライエント中心的カウンセりング
〔ロジャーズのパーソナリティ理論(1 9の命題の重要約として)) 
1 人間の行動は，気lj記され経験されるままの場に対する反応である。この先l党の場は，その個人
にとって f現実Jである。換言すれば ，現実とは，心理学的な底味ばおいては，個人の知覚の世
界である。
2 人間は自己を実現し，維持し ，高めようという基本的傾向〈成長への衝動)をもっており，現
象的場に対してカ動的全体として反応する。
3 行動は閏擦を追求する努力である。情緒は行動に付随し，それを促進する。
4 行動を理解する最も有効な方法は，その個人のもっている内的準拠枠ー自己概念または自己構
造 ーにしたがって瑳解する乙とである。自己概念は環境との相互作用ー経験およびそれに伴なう
価値評価ーの結果として形成されるが ，との際自己概念と一致した経験が .その個人の行動様式
に採り入れられやすい。
5 心理的不適応は，自己概念と一致しない行動を経験するときに起ζ り，心理的適応はそれが比
較的一致している:場合にi邸きる。
6 自己概念と一致しない経験は脅威として知覚され ，その脅威に対レて自己を維持するために防
術的行動が起り，自己鋭:念は頑固な殻をつくる。脅威が全く知覚されない条件下では，自己概念は
自らと一致しない経験をも同化し，自己綴念は改訂される。乙れは，自己概念の学習である。
自己観念が自己の経験を受容するようになると，それは他人をもより良く受容するととができる。
〔カウンセリングの過程〕
1 俗人が鋭的を求めにやってくる。(クライエントが自発的にやってくる乙とは，彼がその問題
解決に向って一歩を踏み出した乙とを意味する。)
2 助力を与えるという関係であるととがはっききり示される。 〈クライエントが自身で問題を解決
するのであり.カランセラ ーはそれじ助力を与えるという関係であるζ とが最初に明示されあ。〉
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3 クライヱシトの悪事情を自由に表現させる。
4 カウンセラ ーは，クライエントによって表現された否定的感情を受容し，認め，またそれを明
らかにしてやる。(敵窓，憎感 ，嫉妬などの否定的感情を受容されると，クライヱ ントはそれぞ
自分のものとして書留め .さらに表現接励まされる。 〕
5 ζの否定的感情が十分表現されると，一時的ながらもかすかな宵定的感情が表現され，とれが
成長への震大な踏石となる。
d カウンセラーは否定的な感情を受容したと全く同じ態度でとの肯定的感情を認め.受容する。
〈受容するだけであτて ，それは正しいとかよいζとだと是認あるいは貨讃する乙とではない。 )
7 乙の洞察，白己受容は全過程において二番目に重要な証言である。
8 との洞察と相前後して，どう決めたらよいか，どの方向に進んで行けばよいかということがク
ライエントにわかってくる。
? ここに ，乙の方法の最も重要な場I筒が展開されてくる。すなわち，わずかではあるがきわめて i
重大な秘適的行動がはじまるのである。
1日 乙こまでくるとめとの段階は，ただもっと成長するということにつきる。まず第一に洞察の拡
大深イじである。
11 クライエントにもっと積極的な，統ーのある行動がめらわれてくε。
12 助力の必要がだんだん感じられなくなり，カウンセリングの関係を終結しようという気持にな
『
~。
笑際のカウンセリングでは， rカウンセラーの用いる技術はその態度の表現である1とポーター
(Porter.E.H. Ir)カ缶、っている程，カウンセラーの飯僚が蜜貌aされている。
(引用文献)沢同慶附著「相談心理学J 弱:省審庖
2 ) 親の生活態度の変化
A) 親の独自な態度と動機
視は子どもの間関ばかりではな<)総ての現突に当面ナる生活上の問題I'C対して，独自在感情的内昔日
的滋度から導かれた価値づけと意味づけをもって拘る。たとえば，嫁姑関係t仁会加て協調的態度である
か否かは，多〈の場合嫁・姑相互に会ける受け取り方の問題である。とのようなとと口，嫁姑関係以外
κ夫婦関係ゃ親子関係i'Cもみられる。
先K記 してある教育相談が中止される事例やその他の事例でも，親自体の問題が大きな教育相談上の
問題となる。その根底I'Cは親の独自な態度と動機のわかんがひそんでいる。続の独自在態度や動機はw
ろいろな実生活にお漬ける経験から形成されたものであるとともK.逆K続C独自な態度や動機は内的在
外的な行動を規制する結果となる。たとえば，現実の貧困な生活V亡ないて ，子どもをかかえて苦労して
いる母親は，世の中のととをとか<t少がんだ見方をもって解釈しようとする。また，幼~V>頃味わった
幸福や実父母への愛着から，長年の1封書生活を経験していても，過去の塁手をすてきれなv>でwる母親も
ある。
親独自の態度や動機C機制はそれぞれ親によって異なっているκもかLわらず，その具体的Kあらわ
一-3 1-
れた行動は画一的であるととに在意したい。たとえば，観自身が私のしつけや教育が不じゅうぶんであ
ったので，とのような子どもになったと刷っても， ζの言葉をそのま L受け取ってよいかどうかとW う
ζとである。
B) カウンセリングと知覚
先K記してある，ロジャーズCパーソナリティ理論からも明らか魯ように，カヴンセリーグは感情的
な問題を解決し，クライエント 自身の知覚の拡大VL意図して いる。〈間接的κ1'1，入院は設でも自
らの成長する街動によって，自らの力でバーソナリティを成長させうる。というととを意図するもので
ある。〉知覚の拡大は意欲的な動機によっ宅促進されるととは明らかなととであろう。 (ζC意味VCl:，>
wて，従来から学習C前提として教育的に動機づけが重視されゼwる。)
人聞は誰でも総ての生活を理づめで営んでいるものではな<，必ずしも意識的K行なっているとは者
えられな判。しかし，現実の人間の行動は，状侃K応、じてた自的へ志向する選択的な動機によって行を
われ，その結果選択的な経験しかもちあわせていない。でるるから全体的K問題をとらえ‘るととがむづ
治通しくなる。
教育相談K来談する方々は切実な問題をか与えていて，それにヲいて常を闘ってなったととから，
子どもの問題広しろ自身の問題にしろ多分K省略されて知覚されている。!時守は，因る子どもの問題だ
りしか自にうつらな〈なる。 (ζの正うな;場合をトンネJレ視と凶ラ。〉次K省略された結果 ，観自身で
補足して子どもの問題?とらえようとする場合もある。たとえば，親自身が頭vc描wた子どもの問題と
いうようなととがある。とのあいまいちま親自身CイメージK基づ〈話しが最も多〈カウンセリングをと
なしてなされ，しかも，親自身Cイメージに基づ〈故にしつζ 〈積極的K行なわれる。とのととは極め
て重要左治療上の問題であり，最も大きい抵抗でもるる。この抵抗を打開するという ととは，逆に治療
が効果的に行念われたととを意味してbって， {也の心理療法でも同様でるろう。
との抵抗伺，知覚をもたらす背景lにある不明被な自己概念としての内的準拠枠 (interr叫 frameof 
reference )によるものであろう。知覚の拡大と.V>うことは，自らの内的準拠枠を自ら明確κさせ ，適
切な判断が生活の場面でなされるようK 在る ζ とが先決問題と念る。〈自ら・の内的準拠枠を明確化
するととをカウンセリングでは重視し，その初期κ沿いて個人の情緒的な安定と調和への援助がなされ
る。 )ζの内的準拠枠は内部的態度の重要念部分をなし，ものととを客観化し，認知するとととともvc
態度に影響を与える。(動機と態度は認知のしかたK関係するとも加われる。)
C) 態度の変化に関するー研究
〈問 題〕 親自身や子どあの関E置に関して，親自身が正当イじする独自な恕書露骨量もっと考える。ま
た，カウンセリング綴験は親にとってその場かぎり(一回佐)の状況を示すものとす
れば，連盟のカウンセリング過程は再現性がとほしいと思われる。
(主主)再現性とは，ある事態に対する態度測定における安定性
〈研究対象〉 教育相談事例のうちから.4-9才までの幼児・児童髭(男子)で，主訴に闘していず
れも攻車産的(らんぼう・物をなげるなど)でこまり ，母子並行して相談・治療を笑施
したもaの.6例ぞ対象とする.0' (第1表 Ai.3. 6. 7. 8. 9. 13.事例)
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~23美研究対象
事 子 e.も 母 t!. 住居 前 重t 法 相談
例 年令 学 校 年令 学 歴
父親の磯業
※ 
来談の動段 子ei， 母 規 相談後の経過回数
3 4 : 0 8 7 旧高女卒 会社員 市内 ~簡をみて 遊戯療法 カウンセリYグ 9 』チ 転
6 4. :10 幼稚関 S 6 |日高女卒 自信科医 市外 先生のすすめで 遊戯療法 カウンセリング 7 好 転
7 5 : 0 幼稚園 31 !日高女卒 会社員 市内 先生のすすめで 遊戯療法 カウンセリング 9 好 転
8 5 :10 幼稚闘 40 旧小高卒 工 員 市内 知人のすすめで 遊戯療法 カウンセリング 7 やや好 転
9 日:10 小学生 3 U l日高女卒 鉄工業主 市内 新聞をみ T 遊戯療法 カウンセリング 9 jf 転
13 !9: 5 小学生 !40 旧高女卒 国鉄職員 市内 知人のすすめで 遊戯療技 カウンセリング 6 好 転
※…・・・市内とは新涼市内を示す.
(研究方法) 母親の訴えや述懐を母親自身・子どもの問題・家族関係の問題にわけ ，シーマン
(結 染〉
( Se阻胡 J) の背定的態度 ・否定的繊度 ・前向的態度に分書面し ，ζ れを相談 ・治療
の回数ととにまとめる。(両向的餓震は結果的にすてた。)
~例毎にコーネル法 (Coroell techn i que )にり尺自主解折し，ガットマン((iutt-
m:tn)の万渋で再現係以 (cocffircnt01 rcPJ・odi.lcibility)を算出i吟味する。
第5表事例3G7)尺度解析例 第4表再現係数
iぷ!母親自身 子 ど も 家族関係否定情定 否定肯定 否定肯定 得点.
1 × × × 1 
2 × × × 5 
3 × × × 2 
4 × × × 5 
5 × × × 2 
6 × × × 。
7 × × × 1 
8 × × × 1 
9 × × × 1 
f 5 4 5 4 4 5 
p • q 5/9 4/9 5/9 4/9 4/9 5/9 
。 2 。 6 
Y1長 78 67 89 」ー 78 
※……第4表より
高日例 母親自身 子Eも 家族関係 全 体
る • 78 .67 .89 • 78 
6 .86 .86 .86 .86 
7 .89 .78 • 67 • 78 
8 • 86 • 72 • 72 
? .89. • 78 .89 .8 6 
13 .00 .34 • 64 • 66 I 
c.r .88 1 .70 • 79 • 79 I 6 
( xし test)・ 0
dfニ(3-1)'(ι1同 DZ宇 131]
UOT>p{ x2~132.7} -
各署恒例とも再現性は少なむ、。各額
修u問 ・分析項目聞における再現係数
は独立であるので ，各事例はそれぞ
れ奥なる。
(考 察) ・ カウンセ リングの過程は一因性径多分にもっていて再現住はとほしい。
. カウンセ リングの過程は事例によって異なる。
・ カウンセリングの進展や効呆は直線的に示されるものではない。
・ カウンセリングにおりる貌の訴えや述憶は全般的に自らの問題に関係する。
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カウンセリンクe関係での親が示す態度は個骨の事例Kよって異なるととがわかるであろう。クライエ
ントのカウンセリングK会けo変化 (自己の知覚C現実化→より自己指示的(自己認知的)→よ り自己
自身の肯定化→自己 自身C経験C拡大→成熟した適応化→積極的な不調和からの復 帰→人格の統一
化)I'Cは ，親独自C問題がひそんでいると考えられる。 とのと(.←内的準拠枠がそれぞれ異なっている
ととKよるものであろう。 ζ とでは問題となるととは ，内的準拠枠がそれぞれどのようなものから導か
れているかとv'う問題であり， 具体的な対象KつれてどのようK関係づけられたかたちで働きかけてw
るかというととである。たとえば，反抗的な子どもの問題で相談.治療に来談された場合 ，子どもの問
題が解決されて辛子つでも教育相談を長〈継続される観もあり，未解決のま Lで終る鋭もある。とe).tう
な事突は診らし くないととであるが， ;j;.そら〈観が期待し，要求するある水準は絶えず変化するものと
考えられる。 ソーン(百lOrn，F.C)は ，人格統合水準と して形態学的水準 ・生化学的水準・生理学的水
.準 ・心理学的水準 ・社会心理学的水準などをあげている。とのような人格統合水準と加うよなものが，
銀自身として自己の問題や子どもκつれても抱いて仰るものと考えられる。
3) 親独自の価値追求
A) 自らを束縛する生活態度
視のカウンセリングや子どもの遊戯療法は，親ゃ子どもにとってほとんど気にかからな抑制限のう ち
に，自由念話し合いや遊ひをと辛子して行なわれる。また，穏や子氏カウンセリングや遊戯療法を行?をう
にさきだって ，自由陀ふるまってよv'旨が親や子ども1'(伝遂されてwる。しかし，親や子はとCような
自由左許容的な猿囲気κお‘かれて仰るにもかかわらず ，自ら話したいとか遊びたv'と患ってwる気持の
一部だけを表現するにと どま ってwる。
治そら〈読者のうちI'Cは ，子どもはき っと遊戯室に備わってwる玩具や摺物を乱暴K使用しとわすと
止を予想されるであろうが ，事実はその逆C結果である。(たとえ，子どもが遊戯室I'Cひとりでbって
も間後でちる。) カワンセリングでも視は子どもの問題を深刻に心配し悩んでいるKかLわらず ，そ
の話題ば表面的なものにとどまり，すぐに深められるととは少ない。との理由κはこっ考えられ，その
一つは続自身のカワンセラ--I'C抱〈感情的な問題であり，もう一つは子どもの問題Kついて関心を示し
て竹るにもかかわらず，どう説明してよいかわからなW状態であろう と思われる。とのこつの漫画はと
もI'C，観自身の心の状況であるととK注意したい。カウンセラーは治療的態度でカウンセリングにあた
っているのであるが，続が自身で思wつめた状般から一歩も脱しきれな加場合もある。
(筏)カウンセラ ーの治療的限度
ロジャーズは治療による望まレいパーソナリティの転換が成立するのに必要な十分な条件として次
のものをあげている。
1 クライエントとカウンセラーは心理的拶触の場の中にある。
2 クライエントは不調和の状態であり，不安であるとともに傷つけられやすい状態である。
5 カウンセラーは相互の関係において調和を保ち ，統合した状態である。
4 カウンセラーはクライエントに対して ，すべての条件をぬきにーして肯定的な配慮をする。
5 カウンセラーはクライエントの心的仲組みに入りζんで，それを自分の感情であるがととく
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理解(共感的酒解という〕 し，乙の級験後クライエントにコミュニケ トー しようと努力すミ50
6 治療のか』る共感的週間車と条件ぬきの肯定的配慮が ，必裂な畿小限の程度にクライント(伝
遥される。
新し〈つ〈られた継続的な治療的関係であるカグンセ リングI'C$'いても ，親自身で思いつめたかたよ
ラた自己概念を自ら閉ざしたま L異常K自己κ執着するととがある。とのようなと，a-tt，r教育相談が
中止された事例J1'(明らかにされている。次に，視の自己慨念が異状K不安定を示す場合もあり ，とれ
については 「自己を知るとと([;U"づかしさjとして記し ，さらに ，自己概念は税自身の問題であるが，
他との対人駒係やその他c影響に基づ凶て形成されると伺う面では 「子ども?知るととのむづかんさj
として既1'(記識しである。
自己班念と関係し，観独自C現実生活を知覚するしかたの背景を内部的準拠枠と加う。内部的準拠枠
の中心的支配的部分として自己概念があると考えられて明る。内部的準拠枠は，観独自の偏見からのゆ
がんだ知覚から外界の刺激は選択・強化 ・解釈されて受け入れられるととも1'(， 一方では既有の人生観・
世界観に基づ〈価値追求的な態度から取捨選択され知覚が左右されると考えられる。現実生活I'C当面
するあら19'る事態 (子どもの問題を含めて)κ対処する行動への目傑や動機りすべて内部的準拠枠によ
って選択的なものとなる。たとえば ，子どもKは問題がな悼のに.との子は幼ない時から虚弱でとても
人並みC運動はできかねるとa思います。(視自身が子どもKついて，そう思っているCであって，子ど
もほ続のみていないととろで元気Kとびまわっている。 )また，精薄児をもっ観が，家 C 子どもは
幼な加時から知恵づきも早〈て利口ですので ，とても現在の子どもC学業成績Kは満足できませんし，き
っと教え方がわるV>Vでしょう。という親がるる。(視は自ら思いつめた自らC考えKよって自らの行動
を束縛し，制限する結果となる。 子どもI'Cつwても同じととであベラ。 )とれらの親のような束鱒さ
れた自己辛子よびその生活態度は.13己Kとっては価値づけられ，意味づけられて総ての生活行動の背景と
在ってwるととI'C庄目したい。
B) 自ら 『学び，生きる人間J
感情的側面は傾向と態肢をもっているといわれて判る。快 ・不快などの傾向と優越感・劣等感などの
目縁に対する自己の知覚から生ずる心理状態としての態度をである。情緒的感情的なものが知覚と関係
するととは ，現在までの心理学研究からほど明らかKされている。
視の子ども1'(対する態度が観の内部的準拠枠の支配的1'(優位でない次のような場合1'($'いて変化ナる
ζとがある。子どもの問題κついての知識や情報を提供するととによって ，貌の態度a-変えるととがで
きる。(たとえば，視がある程度子どもの問題を理解している場合，それに関して他の権威ある者から
の説得ゃ指示Kよって生ずる。 )また，現実K経験させられる偶発的な突然の事件をとかして ，視の態
度が変るととがある。(たとえば ，家族の出生や死別 ・天災その他など)しかし， ζれらほ他から与え
られた経験Kよるものであ!J，るぐまでも是正有C偏見や先入観念に基づ〈ものである。一般的K態度の
みでな(，なかなか線独自の怠いつめた自己流¢生き方や行動のしかたは変えるととは難かし〈強い低
抗を示すもCである 3 その抵抗は現実の生活事態C認知でるり，自己Cζんとんと した感情的状態であ
し自己防衛的な態度の強引場合である。との抵抗の外的なj抑自は ，親の属する社会的集団(家主矢・団
体・地域 ・社会など)に$'11る集団決定ゃ集団的支持を得るか否かKかLっている。しかし ，とれとて
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も観C思いつめた続独自C態度す変えるととは幸子ぼつかな刊であろう。
クライエント中心的カワンセリングK会加てカワンセラ-I';t，まずクライエントが思wつめた切実な
子どもの問題(突り観自身の問題である場合が多仰が)があるKか』わらず，観自身がもっ伝統的なlf(.
kつながる自制心fCよって多く を語るととをざけるというととを認識する必要がある。もし，カウンセ
ラーがクラ イエントを指導しよ うという印象，クライエントの質問が無意味なもV'でるるとW う印象 ，
子どもの問題の結論は明らかであるという印象を与えるととを極力さりるならば ，クライエントは膝情
的κ思いつめたものを抄るめて円〈。次Kヵワンセラーは，クライエン トが自らの問題を認めて， ζれ
を表現しようとする ζとに困難があるととを需認識する必要がある。もし ，同じ言葉であってもクライエ
ントはカウンセラーと異なるニュアンスで俊憎し，当然その意味する価値内容も異なって〈る。カワンセ
ラ-trクラ イエント人の身ぶりや手ぶ り手別κ気にとめてりいV1~V>。
カウンセラーは，クライ エン卜が何を加わんとしてwるかκついて ，たとえ理解できな〈とも再ひク
ライエント 自身が正確に理解し満足するような表現f'(V>V'¥直すまで待つ， という傾聴するi粧が何より
もカクンセ ラーに要求されている。さらf'(，クライエントの話しの内容をカ吃ンセラーが明瞭正確な言
葉をも って， 要約できるほど注意深〈傾聴すべきである。とのLうな一貫した継続的なカワンセラ-V
態度は ，クラィエント が思いつめたものを解消し ， 同己~みつめるためのたにI りの援助をなろう。
とのような許容的な勢町気はクライエント自身にとって ，とれまで経験したととのないものであり ，
「学ひ ，生きる人間J.としてc精神生活がwちXるし〈拡大される。とのような事実は， r事例と考察J
で記してるる事例から，たやす〈知るととができょう。
C) 生活態度とその価値
現実生活f'(:ì，~V'\て， 人聞はよりよい望ま しい生活のために絶えず自らの理想をめざす価値迫求苦'ffな
ってwる。とのようなととロカワンセリングの場合にお、凶てもみられる。しかもクラ イエントはそれぞ
れ異なる価値づけやそれKよる生活や行動を営んでいる。ロフャーズはカワ ンセラーとして純粋 (g←
mine)であらねばなら胞ととを強調している。純粋というとと結情緒的K調和し ，安定した心の状態
?ざすものであると ともに ，人間κ対する深w理解とそれにつながる価値観・人生重量・世界磁の問題で
るる。カウンセリング関係(るるいは治療的関係)I':rカウンセラーの技術的な問題よりは，むしろクラ
イエントととも f'(歩むカウンセラー自身の自己研修や自己修養の問題である。カウンセリングが単なる
技術的なものであるならば ，その効果はクライエントの内部のあるせま加範囲内Kとどま るでるろう。
カワンセラーがクライエン トK対して行なう応答は，カウンセラーの態度からKじみでた反応でるり，
それは単K言語合通じての表現のみの問題ではな〈なってV>る。カウンセラ-f'(占ってカウンセリング
の技術lは一つの基本的指針であり，それKそってカワンセリングは行なわれているが，とれまでしばし
ば強関されてW るカワンセラーの中立的な立場を維持するととv-.!図鑑ミ?ともなうととが多い。との困難
を克服するf'(あたって，どうしてもカ ヴンセラー自身の問題とし，反応し ，追突しなければならな加。
とのカウンセラー自身の問題は，直接的にカウンセリングの場面に持ち込まれるという性質のもので
はな く， あ〈までもカウンセラ一個人の人間的な自己追求である。
自己追求とい うお・みtt，人間だけが行ないうる最も人間的左生きる生活へC精神的な努力である。 ζ
のような態度について少し記してみた加。スイスι思想家 C.ヒルティ〈臼rI Hilty)は，人間c精神
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的な成長はその個人VL諌ぜられた一生の問題であり，その過程に辛子いてそれぞれ成熟するととが肝要で
ある。精神的な成長は民主的であって ，人間的な皆悩はその成長を促進する。また，精神的な成長は単
なる学習や想像によるものではなくて現実の体験K基づ〈ものである。人間口笥己成長のたぬκ総て?
っ〈すものであるが，一方では全〈奥なった外的内的な権威ある呼びかけるものが必要であると拘って
円る。
3次に，彼は人間C精神的成長の過程を四段階Vてわけて考えている。
・現実C人聞は不満・不安・恐怖をもち，やがて自己の生き方充実への価値追求を始める0
. 新し1ハ価値づけが生じ ，それへの転換を信かるとともに信念的態度をえて安定しうる。
しかし，信念的態度は永続的なものでなく ，多(V試練的段階を経過する。
前段階‘C結実であり，積般的K試練の意味づりを行ない，よ台高円広ν、心の世界VL安定しうる。
そして ，平和と力VL満ちた世界としての幸福の条件と して，知的な才能よりもバーソナリティをより
問題と しなければならな仰といづて阿る。
ドイツの精神分析学者E.7ロム(ErichFromm) は人間関係になける相互作用とその関係を重視
し，社会的関係向、ける生活(/)適応をとりあげ，その人r.-:~行動￠方向と して受身的削也に依存している
感得的態度(recept i ve Or匂ntaion)，他から奪いとるととに興味をもって阿る私利的態度(匹ploー
i tative orientaian) ，自らの安全のために出し品、しみを?する保存的な態度 (hoardinyorientaion) ， 
目先きの問題Kとびっきやす〈左右されやすい集散的態度 (marketingo1"ientaion) ，自己の可能性
を突現しようとする生産的般度 Cproouctive ori創出on)などがあるとして仰る。彼は糊L主義的倫
理から人間主義的倫理へC構えを力説してv>る。
ドイツC精神医学者で実存分析c提唱者V.E.フランクル(ViktorE.F問主1)は，入閣の本質を遺
伝的をものであると考えるととに強〈抗議している。それは，本質論が人間を要素的K解体し，その断
図的な説明にとどまってW るvcすぎず，もし「生きる人間j守本質論から推論すれば ，人聞は決定的な
運命的な存在にしかナぎな〈なる。〔サル トJレの有名な例 「エンドウはエン 仔「ウの言語念にかなったよ
うにまる〈なる。 Jまたはとれをもじって， i低能児は低能児の観念にかなったよ うな成長発達を示丸 l
と換言できょう。)
人聞は決して宿命的なものでな(，現実の許された生活条件の中で，豊かな精神生活 (行動)をなじ
5る存在としてC人間を重視している。自らの個人的社会的な責任;，r.回避するととを(，しかも百簡で
あり，より!意義をもっ生き方~行 ，まうために学習し，生産し，創造する努力をな しを左目人f間をめざして
拘る。第4図VL示ナょうVL善悪のみVLとだわる生活態度 でーはなぐ，自らの精神生活VL必ける意義づけや
価値づけの拡大と充実をはかる ような人間像をきしている。さらに，現実の生活事態(現象)とその客
(第4悶)精神生活とその方向
(. V. E.Fvanklはる)
拡大
春一一ー一ー(精神生活)一一一一 恵
l 凶の表組と( )は籍者の付記
観的な認識の間κ存在する状.況的な存在としての
実存的人間でも るり，フランク Jレは現代の人骨が
自らの存在価値を忘却してwるととを重視してい
る。
現実に意欲的K生活ー をし ，その精神生活VLi>'り
る総ての問題Kづいて正面から取り組み，絶望し
るきらめる ζとな<，ただ ，蕃惑のみにとだわる
絶望 -37-
ととのな加入間，子どもKどのような心身の欠陥・障害主計よび疾病があろうと も，とれを養育しようと
する現自身の自己充足とより豊かな精神生活を意義ずげるような「生きる人間jをさしている。
入院は「生きる人間JとしてC可能性がるり，隈られた生活の場面にないても .精神的に自由であり ，
自ら生きるととK責任をもつものである。しかし常に，当面する事態についての決断Kせまられている。
ζCよう な自覚じた自由と責任をもっ人聞が人生にお旨いて実現すべき価値と して三つあげて阿る。自ら
の生活を創b出してv>(とv>う創造的価値，自らの精神的な経験として積極的生感情 C愛など)ーを突現
すするという経験的価値，限界的な状況に辛子加て一剖泌を克服し自己を実現化するという態度的価値(ま
たは苦悩の価値)などである。さらに，人間的実在としでの身体 ・心・人格が三つの次元にあもいて立体
的に組み合わされて存在とする.と考え pより価値的な生活へ志向し ，現実C存在と しての「生きる人間j
の苦悩する実在的事実とその価値づけを力説しでいる。
現代社会はマス・プロ化され，人間的な精神生活を消失し， 自ら存在価値を忘却して自にうつる現実の
変化VL左右されている生活でるるとし，とのよう念考え方から ，社会集団VL:t~ける四つの個人的な生活態度
がある。
現実生活に対処できな〈て ，仮りの弟騎や不足VL:t'ののかされていると円 う仮りの生活態度 ，現実生
活VL:t'いて自 ら閉鎖的な宿命にとらわれているという宿命的生活態度，現実の生活で自己C責任を他κ
転嫁してしまい多数の人今κ依存しているような集合的組.考1ヤトゐむう生活態度，現実の生活tてないて
ありえないものをありうるものとして自己を否定する'狂信性K満ちているような生活態度などをあげて
山る。 (V.E. フランク ルは仮りの生活態度と宿命的な生活態度の二つを生活態度としてるげている
が ，ζ こでは， 集合的思考と狂信性についても生活態度として記した。)とれらの生活態度は ，多かれ
少なかれニヒリズム的 (nihili stic虚無主義的)であって hいづれも ，人間と してC自由ゃ責任から
の逃避であるとして加る。
子どもがめざま しい成長発達をとげるように，子をもっ観(総ての人間手含めて)が限られ現実の生
活を直視すると ともに自らC遼懇を実現するにあたって ，続としての精神的?な成長と発展が望まれる。
C.ヒJレティは， 愛情は知的なものを加味した 「決断する愛Jでなければならないとし ，E.フロムは
その発現が個人のみか社会的念 ものと結びつける ζ とを強調し， V.r<;.フランクルは自らC存在価値を
自覚する意義とそれvc基く価値的左態度を重視してwるゆ
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良心vcは ，道徳的な意識・判断・実践が含まれてwるが ，しかし一方でtl，もCどとを正し〈知った
り理解するととが先決の条件となって加る。現実の限られた生活VC;l>V>て，より良心的な意識の充実は
自己を知る止とも ，他に依存するととな(，自らの問題解決のための苦悩を勇気をもって克服するとと
が必要となって 〈る。ぞうして，自ら創造的な精神生活を絶えず営むととを忘れてはならなれし，理智、
脅かかげでそれをふ りかざして先走るのではな(，現実の事態を正し〈認め ，常に調和的に発展さぜて
自らの立場と役割を明確に理解するととが望まれる。
あわただしw現実生活(!(:.1;>いて，他K目をうばわれて自己の人間らしさa'消失するととなぐj思いつ
めて自己の殻に閉ぢともるととなく ，自己の成長と充実Cため(!(r学び，生き る人間」的態度がなによ
りも大切なととであろう。
との研究でtl，視の独自在見方や考え方c一面を明らか『亡するため，-r，数多〈の教育相訟の事例fて基
づいて ，主として観C精神生活 ・親からみた子どもの問題の様態VC関して記してある。続のかたよりが
ちの生活態度が ，子どものための教育相談をと治して ，変容するととを事例からたやす〈知るととがで
きょう。当教育研究所C教育相談でロ ，クライエント中心的立場で行なってwるが，とのクライエント
中心的立場は力ワンセラ-<0態度を極めて重視する。その最も大きな理由は ，クライエントとカワンセ
ラーとC相互Cふれあい (実存的な表現をすると出合V>)にbいて ，カウンセラ-<0態度C影響が大き
く，カワンセリングC過程とそC効果を左右するからである。とのようなととは，教師と子どもの関係
につ加ても戸臓をととがいV>5るであろう。それ故にカワンセラーほ厳しw自己反省と自己研修を婆ナ
る。
子どもの自主的な問題解決のために ，子どものひとりひとりの人間を尊重して行をうとwう教育相談
ロ，心身K問題もつ子ども達が毎日の 「学び，生きる生活JVC障害となっているので，とのような子ど
ものために積極的な援助を与えようとするととをめざしている。問題をもっ子どもを，そのま』放置し
てな〈ととは社会的国家的な損失でもあろう。今日の家庭は極めて社会的に影響をうけやす(，何かし
らC教育的な助力が期待される。
たとえ子どもであっても複雑な精神生活を営んでいるものであり ，ζれを内面的VC理解するにるたっ
て，どう しても子どものあるがま 与を正し〈理解するととが，総ての教育vcあたって優先する条件であ
ろう。教え鍛える ζ と沙暫育Kとって唯一の方法ではない。教え鍛えるというととは子どもの心理的条
件を前提としているととをあらためて認識する必要がある。もし，前提としての望ましw子どもの生活
態度や動機づけが確立されていない場合，教え鍛えるととは労多い結果となろう。しかし，大多数C子
古もは教え鍛えるととκす』んで耐え，自らも満足してwる。とのととは子どもの「学び，生きる生活l
は，子ども自らの熱情ゃ誇り K基づくものであって，子どもの熱情ゃ誇りは幼ない頃からの税C生活態
度C反映VL基づく自らよ〈なりたいと伺う志向によるものであろう。
子どもをもっ視はそれぞれ独自な経験を有し，切実な問題として子どもCしつけや教育を考えている。
その加ずれもが親自身の価値追求C姿であり，事例にみられるようκどれ一つをとってみてもbろそか
fてできない問題をかかしている。とC研究は，問題をもっ子どもの貌とカワンセラーが歩ゅんだ苦闘の
経過であって ，クライエント自身C.ヒJV7ィCいう 「決断する愛」へと志向する姿であり ，その遍躍の
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一端を示すものである。
司l :j;~ .ととに記載しである事例の教育相談bよび研究す担当 したのは ，堺嘉治・小川敏通の二名であ
り， との原稿?執筆したのほ小川敏通である。
(付) 昭和 3.，年度教育相 談状況
陪和37年，4月1日から昭和37年 5月31日までの 「子どものための教育相談Jの実施状況は，次-
Cとbりである。
1) 教育ヰ臓の申 し込み件数(月男'Dと延来践者数
• 7月には新庁舎への移転舎行なv>， 施設設備の整備拡充をするFともに ，充実した教育相談が実
施できようになった。
ζとに縄戦した教育相談の申し込み件数は新規の申し込みだ付であって，先年度から相談治療継
続中の件数は含まれていな~o Q第 1表 多照Cとと}
教育相談のためK来所しえ子どもとその保護者会よひ担任教師などの陥和37年度Kかける延来談者
C人数は， 1， 1 2 8名である。昭和36年度と比較して ，申し込み件数κb加て口約6t 9 % ，延来談
者の人数('(.$'いては95.8%それぞれ精力目して拘る。延来談者の増加は ，新庁舎の完成とともに長期κ
わたる縦続的を相談治療の件数が多いとと'3'禾している。
申し込みの状況の傾向叫.fまX昨年度と間後で.4月.'9月のそれぞれの学期はじめ瓜漕加し ，1月，
2月は就学や進学の準備および知能学業に関する相談などが急増した。
2) 教育相E炎上の取り扱い
教育相談普・依頼した本人 〈年長者の場合) ・子どもの保護者bよび担任教師の主訴により，子どもの
もつ問題yc.より，また ，来談者の距離的な関係ゃ事情yc.よって教育相談上の取り奴いを一応大別してみ
る と次の よ う('(.~る。
。主として受理面接 ・予診 ・助言・紹介手した件数 7 2件
とれは ，本人の自己I'C関する陪題や子どもの問題についての保護者bよび抱任教師などの来所 ・，
来{富による問v>合せや ，数回の来談で一応終ったものを含んで拘る。特に問題をもっ手どもの指導
上C問題で， 学校関係数戦員の来談が過半数をしめてv>た。紹介は ，医学的な問題をもっ子どもが
多<.新潟大学医学溺付属病院やも よりの医療関係施設へ紹介した。また ，数ケースについては医
学的治療や新潟市C補導Jレー ムとともに共同して行なったものもある。
ロ 主として心理療法 Lヵゥνセリング・遊戯療法)を実施した件数 9 8件
。そC他 (教育相談研究・学校カワン セリ ング・特殊教育関係活動)
教育相談('(.関する諸科学につ加て，学校・教員養成諸学校 ・ 保健所な どの教職員 ・ 所員:J;~J:び学
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生が熱心vc研究のため陀継続的vr来所された。県内の小・中・高校でも学校カワンセリングvr関心
を示し ，そむ開設のための研究vr来談したとともあった。をた，，特殊学級の開設やその編成につい
ての鰐神薄弱児の診断のために出張相談を行なった。
3) 教育相訟の内容
相談を受けた子ども氏関する問題C内容を便宜的K性別I'L分唱すると次のようであった。あらためて
記すまでもな(，子どもC問題は複雑であって後つかの間題をもっているCが普通であり ，ζLでは主
訴を主体として分類してある。(第2表星雲照の ζと}
(第2表) 子どもと教育相談の内容 (件数}
子ども 幼 児 小学生 中学生 高校生 犬学一般
問題 性別 男子 女子 男子t:子 男子ft"=j子 男子 女子 男子 女子 言十
知能学業tて関する問題 1 5 B 38 19 1 。。日 1 。82 
性格付動K関する問題 16 7 5 7 6 6 5 2 。。52 
進路適性Vて関する問題 日 日 。。1 5 日 1 2 日 _ 91 
精神身体的鍵康(Il関する問電 6 2 2 5 。 5 2 1 日 。1 6 
しつけ・教育I'L関する問題 5 2 。 2 。1 。。日 1 1 
性別 の計 42 1 9 4 51 30 1 0 I 1 1 6 4 3 。
総 言十 75 21 1 0 3 170 6 1 
知能・学業tて蘭ナる問題が最も多(，特に小学生，rtv>ち2ぐるしい。とれには単なる知能測定という相
談件数もかなり含まれている。次κ多加ものは性格.行動『亡関する問題であり，精神身体的な問題もか
なりある。性格・行動上C問題c相談治療は長期Vてわたる場合が多加ので，親子間 ・教師と子ども間の
対人関係を円滑KてするとともI'L，学校と家庭C結びつきを深めて子どもの問題Kついてむ早期発見とそ
の総合的な施策が望まれる。とのととは，中・高校生のもつ問題は深刻なものがあり教育ご相談では取り ・
鼠い『亡くいような精神医学的な問題ゃ反社会的な問題に発展している場合も少な〈ない。
4) 子どものもつ問題
子どものもつ問題は，主訴そのものが問題であったり，さらに，子どもやその保護者 ・抱任教師のま
った〈気が付かな凶問題であったりする。このようなととは，受理面接 ・教育相談資料・検査b よび治
療をとかしてしだv>(Il明らかfてされる。また，相談治按の進展にともなって推移し明らかKされる場合
も多い。
一般(Il，一人の子どもでも数多〈のか〈れた問題をもってv>るととが普通であり，子どものもつ問題
を多川|員K図示すると次のようVてなる。 c第5表星雲照のとと)
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(第5表) 子どものもつ問題(攻守Cの，子どもの問題として)
hg竺 知能・学業 性格 ・行動 進路・適性 精神身体的健康
仮性精薄・優秀児 ・ 攻撃性・ b ちつき不 就学上・学校選択- 続との分離不安 .爪
精神薄弱 足・無口・非社会性 習い事 ・早期教育 かみ .指なめ .腹痛
言語障害 ・神経質 ・ 自家中毒・風邪をひ
遊べない子・表情c きやすω ・発熱しゃ
幼児
とほしw子・内気 . すい ・吃音・夜尿・
泣き虫 ・ませた子・ つかれやすい・左き
盗み き・ぜんそ〈 ・心ぞ
うがわるw・小児マ
ヒ・難勝、・その他
仮性精薄・学習不振 攻撃性 ・なちつき不 習v、事・学習塾 ・学 っかれやすν、.爪か
学習成績のむら ・学 足.手|三社会性.1m口・校選択・学校変更 み .指なめ.風邪を
習態度 ・優秀児・精 無気力・蛇言・.神経 ひきやすw・頭痛・
神薄弱・念、学 質・遊べない子・ま 腹痛・夜尿・鋪尿・
小学生 せた子・表情のとほ ぜんそ〈・心ぞうが
‘ 
しい子・言語障害・ わるわ・ふとらな1(>.
盗み Iiきさ・難聴.視力
障害・乗ものよい ・
" その他
学習不振・ 1学習成績 攻撃性・神経質・内 学校選択 ・学校変更 頭1高・不安部S・神経
のむら・学習態度 ・ 気.Iizl重言・家出放浪 職業適性 ・学力診断 症チック・虚弱・頻
中学生 精神薄弱・怠学 盗癖.非社会性 補習教育 ・クラブ活 尿 ・つかれやすw
動
高校生 窓、学・学習不扱・，4寺 神経質・非社会性・ 職業適性・学校選択 神経症・睡眠障害
その他
定科目の不振 不安恐怖・内気・無 学校変更 ・クラブ活
口.~支出 ・ 放浪 動
5 ) 相談治療後の経過〈昭和38年3月20日)
次tて，かつて教育相談をうけたととろの問題もつ子ども濠が，その後どの工うであるかを明らかKし
てみたい。
昭和，37年度の総怒育相談件数19 2件から ，I直接子どもを対象として相談治療を実施しなかった
2 2件と現在継続中のもの?件を除<1 6 1 件につれて，性~IJVC表示すると， 次のようになる。
(第5表参照Cとと)
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〈第 4表) 柏談治療後の経過(1 ) (件数)
ト二みぷ三と 幼児 小学生 中学生 高校生 その他 計
極めて好転したもc ι 6 。 1ヰ
や与好転したもC 22 1 8 5 2 46 
男
変化のないもC 5 7 2 。 15 
やL悪化したもの 日 。 。 。 。 。
極めて感化したもC 。 。 。 。 。 。
子 連絡のないもの 7 1.2 3 2 25 
言十 40 43 9 5 5 100 
極めて好転したもの 4 5 5 。 日 12 
女 や』好転したもの 5 1 3 5 2 日 23 
変化のな加もの 5 2 日 。 6 
やL怒化したもの 日 。 。 '0 日 。
子 極めて悪化したもの
日 。 。 。 日 。
連絡のないもの 5 ? 4 2 日 20 
計 1 7 29. 1 1 4 。 61 
総 計 57 72 20 P 3 1 6 1 
さらI'L，次月つよう1'(性別を問わずKまとめてみると，第 5 茨Cと.i，~りでるる。
〈第5表)相談 ・治療後の経過 (2) (件数)
一.
議みがえ 幼児 小学生 中学生 高校生 その他 総書十
極めて好転したもの 1 0 1 1 4 。 26 
や L好転したもの 27 31 6 4 69 
変化のな加もの 8 ? 5 1 。 21 
や与悪化したもの 。 。 。 。 。 。
極めて惑化したもの 。 。 日 。 。 。
連絡のな加もの 1 2 21 7 4 45 
総計 .57 72 20 ? 5 1 6 1
(注)
第 4表・第5章受において，好転という分類のま正噂は本人とその保鎚者・担任教師および第三者
からの連絡や伝冨によるもので，好ましい状態であると報告を受けたものである。また，極めて
好転したという基準は担任教師および第三者からの報告に基づいている。
好転の場合と同様に悪化したものについても同様である。
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